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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
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■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 

TEL：03-3344-5711（代表）／FAX：03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・東海・関西・九州 

■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・長岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・群馬・長野 

      ・埼玉・岐阜・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 

■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備管理・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業／環境事業 

■関連会社 株式会社アセント・富士防災警備株式会社・ニコマックス株式会社・糸魚川二幸株式会社 

 
 
                        http://hotel-ascent.jp/ 

 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 

■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 

■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 

■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 

■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 

■ホテル アセント福岡 福岡県福岡市中央区天神 3-3-14 TEL 092-711-1300 

■ハーバルスパ＆ホテル元気人 新潟県上越市新光町 3-1-1 TEL 025-544-7111 

■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
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『蓮池早朝茶会』
妻有六箇二ッ屋
（十日町市）

真夏の早朝。「二千年蓮」が花開いた�
十日町郊外、六箇・二ッ屋の弁天池。
見事なハスを愛でながらのお茶会。
夏の朝の強い光に、淡紅色のハスと�
お茶会参加者の髪が輝いている。

この二千年蓮は、S26 年弥生遺跡で�
種子を発見した大賀一郎博士自らが�
この地に手植えされたもの。別名を�
大賀ハス。地元の方々の丹精の甲斐�
あって毎夏美しい花を咲かせている。

撮影 : 山本貴一（全日本写真連盟会員）

蕗谷虹児 画「柘榴を持つ女」

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY

蕗谷虹児（1898 ～ 1979）は新発田市に生まれた挿画家・詩人。15歳で日
本画家・尾竹竹坡の内弟子として上京。21歳の時に挿絵画家としてデビュー。
竹久夢二や高畠華宵と並んで一世を風靡した。27歳から更なる研鑽のため
パリ留学。サロンで連続入選、藤田嗣治や東郷青児らと交流。巴里通信を
日本に送稿、帰国。戦後は草創期のアニメ映画にも参画した。堀口大學や
三島由紀夫も虹児のファンだった。童謡「花嫁人形」の作詩者としても有名。

（資料提供：蕗谷龍夫・蕗谷虹児記念館）

©Koji Fukiya 1927
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地区県人会・郷人会だより
東
京
松
代
会

創
立
30
周
年
を
迎
え
て

　
会
員
の
皆
さ
ま
、ふ
る
さ
と

の
皆
さ
ま
、い
つ
も
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
長
兼
総
務
委
員
長
と
い

う
大
役
を
何
と
か
無
事
に
務

め
て
こ
ら
れ
た
の
も
役
員
を

は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
理
解
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
と
、感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
の
運
営
も
創
立
30
年
を

迎
え
る
と
、高
齢
化
に
伴
い
会

員
減
少
傾
向
で
あ
り
ま
す
。そ

の
中
で
、山
平
地
区
で
は
昭
和

43
年
小
学
校
卒
の
同
級
生
が

総
会
等
に
出
席
く
だ
さ
り
数

名
の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
役
員
さ
ん
、総
会

等
に
同
級
生
、知
人
を
誘
い
加

入
促
進
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。会
の
発
足
が
ふ
る
さ

と
と
の
絆
、少
し
で
も
ふ
る
さ

と
に
協
力
を
、一
人
で
は
で
き

な
い
こ
と
も
多
く
の
人
が
集

ま
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。

　
結
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
、ふ

る
さ
と
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。

東
京
松
代
会
の
設
立

・
平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

11
月
23
日
、
新
宿
モ
ノ
リ

ス
に
て
設
立
総
会
開
催

・
平
成
４
年（
１
９
９
２
年
）

１
月
、創
立
記
念
会
報
発
行
。

会
員
及
び
松
代
町
全
世
帯

に
配
布
し
た
。

令
和
元
年
度
の
主
な
事
業

１
月 

新
年
総
会
・
懇
親
会

３
月 ���「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
」
参
加

５
月 ���

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

９
月 

ゴ
ル
フ
会

10
月 

日
帰
り
バ
ス
旅
行

11
月 

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

※
本
欄
の
所
収
内
容
は
、会
報

『
創
立
30
周
年
東
京
松
代
会
』

令
和
２
年
第
30
号
よ
り
抜

粋
・
省
略
、
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
を
繋
い
で
30
年

�

若
井
謙
一（
第
５
代
会
長
）

　
平
成
３
年
11
月
、新
宿
モ
ノ

リ
ス
に
於
い
て
、関
谷
徳
次
郎

新
会
長
の
下
、会
員
２
９
６
名
、�

来
賓
郷
里
松
代
関
谷
達
治
町

長
を
は
じ
め
51
名
、総
勢
３�

４
７
名
の
創
立
祝
賀
会
は
、誠

に
盛
大
で
あ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
年
、社
会
は

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
と

100
歳
が
通
常
の
社
会
を
ど
う

生
き
る
か
、社
会
は
今
ま
で
の

10
倍
の
速
さ
で
変
革
す
る
で

あ
ろ
う
。郷
人
会
は
互
い
の
健

康
を
悦
び
あ
い
、情
報
交
換
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
三
十
年
に
思
う

�

柳�
政
直（
第
６
代
会
長
）

　
松
代
会
創
立
30
年
に
想
う

こ
と
、手
元
に
20
周
年
記
念

誌
が
あ
る
が
、こ
の
時
は
私
が

会
長
３
年
目
の
時
で
あ
っ
た
。

会
の
趨
勢
を
見
る
と
、会
員
数

７
９
０
名
、記
念
旅
行
参
加
者

が
100
名
と
大
変
活
発
に
活
動

し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

　
現
在
は
会
の
運
営
に
も
支

障
を
き
た
す
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
が
、高
齢
化
を
受

け
入
れ
年
寄
り
が
楽
し
め
る

よ
う
な
行
事
を
お
願
い
し
た
。

高
校
同
期
の
仲
間
が

立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　「
米
百
俵
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ�

ェ
ク
ト
」と
は
、も
と
も
と
県�

立
長
岡
高
校
の
同
期
の
仲
間�

が
、立
ち
上
げ
た「
特
定
非
営�

利
活
動
法
人
」。本
誌
２
０
１�

９
年
３
月
号「
随
想
四
季
」欄�

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
雑
感
」山
田
正�

紀（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
米
百
俵
Ｓ
Ｐ
理
事�

長
）で
、活
動
の
概
略
が
紹
介�

さ
れ
て
い
る
が
、設
立
は
２
０�

０
０
年（
平
成
12
年
）。き
っ�

か
け
は
、戊
辰
戦
争
時
の
荒
廃�

し
た
長
岡
と
ポ
ル
ポ
ト
政
権�

で
荒
廃
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
と�

を
重
ね
合
わ
せ
、カ
ン
ボ
ジ
ア�

に
小
学
校
を
１
校
寄
贈
す
る�

こ
と
に
し
た
こ
と
だ
っ
た
と�

い
う
。

　
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

実
際
に
行
っ
て
い
る
活
動
は
、�

一
、校
舎
や
備
品
の
メ
ン
テ
ナ�

ン
ス
─
─
現
地
の
協
力
者
に�

施
工
し
て
も
ら
う

二
、ク
ラ
ブ
活
動
の
応
援
─
─�

現
地
の
授
業
に
は
な
い
音
楽

や
体
育
を
体
験
さ
せ
る
た
め
。

２
０
１
９
年
11
月
17
日

現
地
で
授
与
式
に
参
列

　
多
年
に
わ
た
る
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
教
育
貢
献
が
評
価
さ

れ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
友
好
勲

章（
サ
ハ
メ
ト
レ
イ
勲
章
）が
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
よ
り
授
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、関
係
者

が
、現
地
の
授
与
式
に
列
席
。

　
当
日
は
、内
務
省
の
大
臣
を

は
じ
め
教
育
関
係
者
の
参
列

も
多
く
、盛
大
な
会
と
な
っ
た

と
い
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら

先
生
来
日

　
昨
年
９
月
９
日
、カ
ン
ボ
ジ

ア
か
ら「
米
百
俵
ス
ク
ー
ル
タ

ン
バ
ン
小
学
校
」の
校
長
先
生

と
、音
楽
ク
ラ
ブ
指
導
の
先
生

が
来
日
。米
百
俵
ス
ク
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
と�

懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

創
立
30
周
年
─
─
東
京
松
代
会

�

石
田
廣
行�

会
長

カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
よ
り
勲
章
授
与

�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）米
百
俵
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェク
ト

トピックス

（�4�）
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地区県人会・郷人会だより
◎「
東
京
塩
沢
会
」新
会
長
に

就
任
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
し
ょ

う
か

　
昨
年
、平
成
31
年（
２
０
１

９
年
）４
月
７
日（
日
）に
行

わ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、一
昨

年
の
創
立
30
周
年
記
念
事
業

を
成
功
裡
に
遂
行
さ
れ
た
前

任
の
須
藤
武
会
長
の
後
を
継

ぎ
、会
長
就
任
の
御
承
認
を
頂

き
ま
し
た
。

◎
東
京
塩
沢
会
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
と
現
況
を
お
話
し
く
だ

さ
い

　
当
会
は
、平
成
元
年（
１
９

８
９
年
）７
月
23
日
、ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
テ
ル（
千
代
田
区
）

で
設
立
総
会
を
開
催
し
、

一
、会
員
相
互
の
親
睦
と
、福

祉
の
増
進

一
、故
郷
と
の
親
善
交
流
を
深

め
、
そ
の
発
展
に
資
す
る

を
目
的（
会
則
）と
し
、誕
生
し

ま
し
た（
佐
藤
義
明
・
初
代
会

長
）。
発
足
時
の
入
会
者
は
、

４
５
０
名
。現
在
の
会
員
数
は

約
２
６
０
名
程
で
す
。

◎
現
在
の
塩
沢
会
の
活
動
状

況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
毎
年
、４
月
の
第
一
日
曜
日

に
、上
野
精
養
軒
で
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
。近
年
は
、会
員

を
は
じ
め
、南
魚
沼
市
長
、市

会
議
員
、
地
元
商
工
会
関
係

者
な
ど
、約
１
８
０
名
が
参
加
。

会
の
充
実
策
と
し
て
は
、会
員

が
楽
し
め
る
抽
選
会
、地
元
の

歌
手
の
出
演
も
お
願
い
等
。

　
毎
年
秋
に
は
、地
元
へ
の
研

修
旅
行
を
実
施
。
参
加
者
は
、

毎
回
約
20
名
。
前
回
は
、２
／

14
、
15
に
、
塩
沢
雪
譜
祭
に

合
わ
せ
て
実
施
、田
舎
歌
舞
伎

を
観
劇
し
ま
し
た
。

◎
ふ
る
さ
と
南
魚
沼
市
と
は

ど
ん
な
連
携
を
執
ら
れ
て

い
ま
す
か

　
先
程
の
ふ
る
さ
と
訪
問
研

修
旅
行
の
他
に
は
、２
ヶ
月
ご

と
に
、『
市
報
み
な
み
魚
沼
』

（
月
刊・
Ａ
４・
22
頁
）を
、市

に
委
託
、会
員
の
皆
様
に
郵
送

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、塩
沢
会
で
は
年
１
回

会
報『
東
京
し
お
ざ
わ
』（
Ｂ

５
判・８
頁
）を
発
行
。

◎
現
在
、塩
沢
会
で
抱
え
て
お

ら
れ
る
課
題
は
ど
ん
な
こ
と

で
し
ょ
う
か

　
南
魚
沼
市
に
は
、当
会
以
外

に「
首
都
圏
六
日
町
会
」、「
東

京
や
ま
と
会
」が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
16
年
に
、塩
沢
町
、六

日
町
、大
和
町
が
合
併
し
て
南

魚
沼
市
が
生
ま
れ
ま
し
た
）

　
３
会
い
ず
れ
に
も
全
く
共

通
し
た
悩
み
で
す
が
、会
員
の

高
齢
化
が
進
み
、若
年
層
の
新

会
員
が
な
か
な
か
集
ま
ら
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
徐
々
に

会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
現
在
、３
会
が
合
併
し
た
ら

ど
う
か
と
い
う
話
も
で
て
い

ま
す
が
、３
会
で
は
、「
南
魚

沼
ふ
る
さ
と
会
」と
い
う
連
絡

会
を
設
け
、年
１
回
開
催
、共

通
の
悩
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

◎
会
長
ご
自
身
の
塩
沢
を
出
て

か
ら
の
、こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
私
は
昭
和
27
年
生
ま
れ
で
、

今
年
も
う
68
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、塩
沢
会
で
は
、若
手
の

部
類
で
す
。地
元
の
塩
沢
商
工

の
機
械
科
を
卒
業
し
、東
京
に

出
て
、防
災
関
連
の
企
業
に
就

職
。
設
計
、施
工
管
理
の
道
一

筋
に
歩
み
、定
年
後
子
会
社
の

社
長
も
務
め
、現
在
は
第
一
線

を
退
き
、顧
問
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
先
般
、当
社
へ
の
就
職
希
望

者
の
勧
誘
の
為
、母
校
を
訪
問

し
た
の
で
す
が
、昨
今
は
、地

元
希
望
が
多
く
、東
京
に
出
て

く
る
生
徒
は
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
お
り
、残
念
な
が
ら
収

穫
ゼ
ロ
で
し
た
。こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
も
、私
ど
も
の
会
員
数

減
少
の
根
本
的
な
理
由
が
あ

る
よ
う
で
す
。

◎
会
長
の
仕
事
以
外
の
趣
味

等
に
つい
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
登
山
が
趣
味
の
会
社
の
同

僚
に
勧
め
ら
れ
、
60
歳
過
ぎ

て
か
ら
登
山
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
が
富
士
山
。
そ
の
後
、陣

馬
山
～
高
尾
山
、奥
多
摩
～
鋸

山
～
御
岳
山
、燕
岳
な
ど
を
経

験
。
今
年
は
、地
元
の
百
名
山

巻
機
山（
１
９
６
７
ｍ
）に
、会

社
の
同
僚
５
人
で
の
挑
戦
と

な
り
ま
し
た
。

◎
最
後
に
、東
京
新
潟
県
人

会
に
望
む
こ
と
を
。

　
新
し
い
会
館
の
完
成
を
待

ち
遠
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

早
く
新
会
館
で
会
議
が
で
き

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

・
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、７
月
７

日（
火
）、仮
県
人
会
館
に
て
行
い 

ま
し
た
。



（
広
報・樋
口
）

〝
会
長
さ
ん
、
今
日
は
〟
─
─
─ 

175
回

東
京
塩
沢
会

�

髙
橋�

幹
夫�

会
長

▶
『
市
報
み
な
み
魚
沼
』

▶
会
報
『
東
京
し
お
ざ
わ
』

地
元
紙『
雪
国
新
聞
』



（
令
和
２・７
）よ
り

南
魚
沼
市
の
塩
沢
つ
む
ぎ
記
念

館（
南
雲
正
則
館
長
）は
、地
元

の
塩
沢
や
県
内
各
地
の
高
級

生
地
を
組
み
合
わ
せ
て
夏
用
マ

ス
ク
を
発
売
し
た
。

今
回
考
案
し
た
マ
ス
ク
は
─
─

①
夏
塩
沢
マ
ス
ク
：
夏
塩
沢

（
絹
）と
吉
田
晒（
さ
ら
し・燕
の

綿
）を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

②
越
後
上
布
マ
ス
ク
：
越
後
上

布（
麻
）と
吉
田
晒
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の

③
越
後
上
布
×
小
千
谷
上
布
マ

ス
ク
：
越
後
上
布（
麻
）と
小
千

谷
上
布（
麻
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の

・い
ず
れ
も
ノ
ー
ズ
フ
ィ
ッ
タ
ー

入
り
高
級
立
体
マ
ス
ク

・そ
れ
ぞ
れ
Ｓ・Ｍ・Ｌ 

価
格
は

２
１
０
０
～
９
５
０
０
円

▶
南
魚
沼
市
塩
沢
の
牧
之
通
り

（5）
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佐渡

中越中越

佐渡

　
二
匹
の
亀
が
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
様
子
か
ら
そ

の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
緑
の
草
に
覆
わ
れ
た
こ
の

島
は
、
沖
の
島
、
磯
の
島
と

よ
ば
れ
、
波
の
な
い
時
に
は

陸
と
続
き
、
潮
が
満
ち
て
く

る
と
離
れ
島
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
変
化
は
珍
し
く
、
面

白
い
光
景
で
す
。
ま
た
海
水

の
透
明
度
は
佐
渡
随
一
を
誇

り
、「
日
本
の
海
水
浴
場

１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
自
然
を
満
喫
で
き

る「
大
野
亀
」と
と
も
に
、『
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ

ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
』
で
は
二
つ

星
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

住
所
：
佐
渡
市
鷲
崎

交
通
：
両
津
港
か
ら
車
で
50
分
、

小
木
港
、
赤
泊
港
か
ら
車
で
110
分

バ
ス
：
二
ツ
亀（
内
海
府
線
）か
ら

徒
歩
10
分

駐
車
場
：
普
通
車
30
台
（
無
料
）

大
型
車
有
り
（
無
料
）

【
国
指
定
記
念
物
】

名
称
：
佐
渡
海
府
海
岸

指
定
年
月
日
：
昭
和
9
年
5
月

1
日

（
一
社
）佐
渡
観
光
交
流
機
構 

佐

渡
観
光
情
報
案
内
所

電
話：０
２
５
９-

２
７-

５
０
０
０

二
ツ
亀

海
水
浴
場

　
小
木
の
城
山
台
か
ら
沢
崎

の
神
子
岩
ま
で
連
な
る
約
16

㎞
の
海
岸
線
。

　
古
い
火
山
活
動
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
変
化
に
富
む
景
観

は
「
佐
渡
小
木
海
岸
」
と
し

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
矢
島
経
島
、
南
仙
峡
、
枕

状
溶
岩
台
地
の
沢
崎
な
ど
多

く
の
景
勝
ス
ポ
ッ
ト
を
擁
し

ま
す
。

　
ま
た
、
岩
礁
地
帯
に
お
い

て
は
条
件
が
合
え
ば
、
水
面

に
映
る
美
し
く
反
射
し
た
空

が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
青
空
が

い
い
の
か
、
夕
陽
が
い
い
の

か
、
ま
る
で
ウ
ユ
ニ
塩
湖
の

よ
う
に
見
え
る
と
最
近
脚
光

を
浴
び
て
い
ま
す
。
左
に
見

え
る
の
は
神
子
岩
で
す
。
　

　
正
確
な
番
地
な
ど
が
な
い

た
め
わ
か
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト
を
確
認

し
て
か
ら
の
お
出
か
け
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

住
所
：
佐
渡
市
沢
崎

（
一
社
）佐
渡
観
光
交
流
機
構
南

佐
渡
観
光
案
内
所
「
マ
リ
ン
プ

ラ
ザ
」

佐
渡
市
小
木
町
１
９
３
５-

２
６

電
話：０
２
５
９-

８
６-

３
２
０
０

（
広
報
委
員
　
山
田
セ
イ
子
）

小
木
海
岸

の
絶
景

　
生
産
、
処
理
、
加
工
を
一

括
で
管
理
す
る
養
鶏
場
直
営

の
老
舗
唐
揚
げ
店
。

　
県
内
に
３
つ
の
支
店
を
持

ち
、
本
成
寺
店
で
は
唐
揚
げ

を
は
じ
め
、
焼
鳥
や
も
つ
煮

な
ど
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
開
店
が
15
時
半
と
早
い
の

で
、
土
日
と
も
な
る
と
オ
ー

プ
ン
後
す
ぐ
に
来
店
し
、

ビ
ー
ル
を
注
文
す
る
人
も
い

る
の
だ
そ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
人
気
No
１
は

『
半
羽
か
ら
揚
げ
』。

　
お
い
し
さ
の
秘
訣
は
鮮
度

抜
群
の
鶏
肉
。
カ
レ
ー
粉
、

塩
コ
シ
ョ
ウ
、
片
栗
粉
を
ま

ぶ
し
1
～
2
日
寝
か
せ
て
揚

げ
る
こ
と
で
、
衣
は
パ
リ
ッ

と
、
や
わ
ら
か
な
肉
に
は
味

が
染
み
込
み
絶
品
で
す
。

　
1
個
400
～
450
グ
ラ
ム
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
が
、
ひ

と
り
で
丸
々
食
べ
き
れ
ま
す

よ
。

住
所
：
三
条
市
桜
木
町
24-

14

ア
ク
セ
ス
：
Ｊ
Ｒ
三
条
駅
か
ら
車

で
10
分

電
話：０
２
５
６-

３
４-

１
９
８
４

営
業
時
間
：
15
：
30
～
21
：
30

（
LO 

21
：
00
）

定
休
：
火
曜
（
月
1
回
連
休
あ
り
）

席
数
：
70
席

駐
車
場
：
15
台

�

（
広
報
委
員
　
田
中
　
実
）

三
条
ひ
な

鳥 

金
子

本
成
寺
店

養鶏場直営のプリプリ唐揚げ

　
美
味
し
い
お
む
す
び
で
名

を
知
ら
れ
る
「
か
や
も
り
農

園
」の「
農
家
ご
は
ん
と
農
業

体
験
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

プ
ラ
ン
で
す
。
か
や
も
り
農

園
は
300
年
以
上
、
米
と
野
菜

を
作
り
続
け
て
き
た
歴
史
あ

る
農
家
で
す
。
美
味
し
い
お

米
と
野
菜
の
秘
密
は
、地
元
・

加
茂
川
を
遡
上
す
る
鮭
。
秋

に
な
る
と
独
自
の
方
法
で
鮭

を
発
酵
さ
せ
、
米
や
野
菜
の

肥
料
に
し
ま
す
。
畑
で
農
園

体
験
を
し
、
土
鍋
ご
は
ん
の

炊
き
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、

採
れ
た
て
の
野
菜
の
農
家
御

膳
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

開
催
期
間
：
通
年
11
時
～
14
時

所
要
時
間
：
2
～
3
時
間
程
度

事
前
予
約：3
日
前
ま
で
に
要
予
約

最
小
催
行
人
員
：
4
名

住
所
：
加
茂
市
天
神
林
２
３
３
６

交
通
：
JR
信
越
本
線
「
加
茂
駅
」

よ
り
車
で
5
分
／
北
陸
自
動
車

「
三
条
燕
IC
」
よ
り
車
で
20
分

駐
車
場
：
有
り
（
要
問
合
わ
せ
）

料
金
：
大
人
：

3,500
円
～
（
農
園
体

験
＋
農
家
の
お
膳
料
理
、
土
鍋
ご

は
ん
付
き
）子
ど
も
：

1,500
円
～（
小

学
生
）
未
就
学
児
：
無
料
※

2,000
円

～
の
プ
ラ
ン
も
ご
用
意
！

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
加
茂
農
泊
推
進
協
議
会

電
話：０
２
５-

３
３
３-

９
５
５
５

加
茂
の

ご
は
ん
と

農
園
体
験

米どころ新潟で食べる農家のごはんと農園体験

（�6�）
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下越

上越

　
今
井
家
は
吉
田
地
域
の
大

地
主
で
、
敷
地
内
に
は
江
戸

か
ら
昭
和
に
か
け
て
各
時
代

の
建
造
物
が
残
さ
れ
て
い

る
。
特
に
「
香
林
堂
（
こ
う

り
ん
ど
う
）」
と
壁
面
に
記

さ
れ
た
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
西

洋
館
は
往
来
の
人
々
の
目
を

惹
き
、
吉
田
地
域
の
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
戦
後
は
家
庭
薬
事
業
な
ど

を
手
が
け
た
今
井
家
の
住

宅
。
主
屋
は
敷
地
中
央
に
位

置
し
、
豪
壮
な
構
え
で
通
り

沿
い
に
雁
木
を
通
す
。
西
洋

館
は
煉
瓦
造
の
外
観
の
み
な

ら
ず
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
や
花

弁
形
の
中
心
飾
な
ど
内
装
に

も
明
治
期
ら
し
い
重
厚
華
麗

さ
を
漂
わ
す
。
今
井
家
住
宅

（
４
件
）
は
、
平
成
２
６
年

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
。（
燕
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
転
載
）
今
井
家

が
現
在
も
お
住
い
の
住
宅
で

あ
る
為
「
通
常
は
一
般
公
開

し
て
い
な
い
」。

住
所
：
燕
市
吉
田
下
町
５
３
２
４

問
合
せ：
燕
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

電
話：０
２
５
６-

６
３-

７
０
０
２

�（
広
報
委
員
　
田
辺
　
幸
雄
）

　
わ
ら
ア
ー
ト
ま
つ
り
は

「
稲
わ
ら
」を
活
用
し
た
様
々

な
ア
ー
ト
作
品
を
制
作
・
展

示
す
る
と
共
に
、
地
域
の
特

産
品
販
売
や
体
験
教
室
、
歌

や
踊
り
な
ど
を
発
表
す
る
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
新
潟
市
西
蒲

区
の
魅
力
を
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
区

民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。
旧
岩
室
村
と

交
流
の
あ
っ
た
武
蔵
野
美
術

大
学
に
、
稲
わ
ら
を
活
用
し

た
催
し
が
出
来
な
い
か
と
相

談
し
、
稲
わ
ら
を
用
い
て

ア
ー
ト
作
品
を
作
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
平
成
18

年
に
同
大
学
と
岩
室
温
泉
観

光
協
会
が
協
働
で
毎
年
１
作

品
を
西
蒲
区
の
岩
室
地
区
に

展
示
し
た
。
平
成
20
年
度
よ

り
新
潟
市
主
催
の
「
わ
ら

ア
ー
ト
ま
つ
り
」
と
し
て
開

催
し
、
西
蒲
区
内
の
巻
、
岩

室
、
西
川
、
潟
東
、
中
之
口

の
５
箇
所
に
作
品
を
展
示
し

た
。

期
間
：
８
月
30
日
～
11
月
１
日

 

（
中
止
に
な
り
ま
し
た
）

住
所
：
西
蒲
区
松
野
尾
１

問
合
せ：
西
蒲
区
役
所
産
業
観
光
課

電
話：０
２
５
６-

７
２-

８
４
１
７

燕
市

今
井
家
住
宅

写真提供：今井家 写真提供：西蒲区役所産業観光課

西
蒲
区

わ
ら
ア
ー

ト
ま
つ
り

小
林
古
径

記
念
美
術

館

　
小
林
古
径
記
念
美
術
館

は
、
上
越
市
高
田
城
址
公
園

内
の
小
林
古
径
邸
敷
地
内
に

新
た
に
施
設
を
整
備
し
、
令

和
２
年
10
月
３
日
に
開
館
い

た
し
ま
す
。
美
術
館
に
は
古

径
作
品
を
常
設
展
示
す
る
古

径
記
念
室
、
上
越
市
ゆ
か
り

の
作
品
を
中
心
に
多
彩
な
美

術
作
品
を
紹
介
す
る
企
画
展

示
室
の
ほ
か
、
美
術
を
気
軽

に
体
験
で
き
る
講
座
を
開
催

す
る
二
ノ
丸
ホ
ー
ル
な
ど
を

新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
敷
地
内
に
は
東
京
大
田

区
南
馬
込
か
ら
移
築
復
原
し

た
小
林
古
径
邸
本
邸
（
国
登

録
有
形
文
化
財
）
と
再
現
さ

れ
た
画
室
が
あ
り
ま
す
。
古

径
邸
本
邸
は
、
昭
和
９
年
に

建
築
家
吉
田
五
十
八
が
古
径

の
要
望
に
応
じ
て
設
計
し
た

貴
重
な
初
期
近
代
数
寄
屋
建

築
で
あ
り
、
自
然
の
中
に
と

け
あ
う
よ
う
に
静
か
に
佇
む

建
物
で
す
。（
写
真
は
小
林

古
径
邸
）

住
所
：
上
越
市
本
城
町
７-

１

電
話
：
０
２
５-

５
２
３-

８
６
８
０

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
・
妙
高
は

ね
う
ま
ラ
イ
ン
「
高
田
駅
」
か
ら

徒
歩
20
分
（
高
田
城
址
公
園
内
）

北
陸
自
動
車
道
「
上
越
IC
」
か

ら
15
分
（
国
道
18
号
線
経
由
） 

上
信
越
自
動
車
道
「
上
越
高
田

IC
」
か
ら
10
分

下越

上越

　
小
川
未
明
は
、
上
越
市
出

身
の
小
説
家・童
話
作
家
で
す
。

　
早
稲
田
大
学
学
生
時
代

に
、
坪
内
逍
遥
ら
の
指
導
を

受
け
、
小
説
家
と
し
て
の
地

位
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
説
の
筆
を
折
り
、
数
多
く

の
童
話
を
創
作
し
ま
し
た
。

日
本
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
も
呼

ば
れ
、
児
童
文
学
の
近
代
化
、

地
位
の
向
上
に
貢
献
し
た
人

で
、
代
表
作
に
は
「
赤
い
蝋

燭
と
人
魚
」、「
野
ば
ら
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
「
野
ば
ら
」
が
発

表
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
。

当
時
の
時
代
背
景
や
、
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
に
描
か
れ
た
「
野

ば
ら
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「「
野
ば
ら
」
の
１
０
０
年
」

7
月
11
日
（
土
）
か
ら
9
月

30
日
（
水
）
ま
で
。

平
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日

は
午
後
6
時
ま
で

休
館
日
…
月
曜
（
祝
日
は
除
く
）、

祝
日
の
翌
日（
土・日・祝
は
除
く
）、

第
３
木
曜
日

住
所
：
上
越
市
本
城
町
8
番
30
号

（
高
田
図
書
館
内
）
入
館
無
料

電
話
：
０
２
５-

５
２
３-

１
０
８
３

最
寄
バ
ス
停
：
高
田
城
址
公
園

（
徒
歩
5
分
）、
上
越
大
通
り
西

城
十
字
路
・
大
手
町
十
字
路
（
徒

歩
10
分
）

�（
広
報
委
員
　
清
水
裕
美
子
）

小
川
未
明

文
学
館

（�7�）
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が
降
る
前
に
、
積
雪
を
見
越
し
て

枝
が
折
れ
な
い
よ
う
に
剪
定
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
栽
培

の
難
し
さ
や
手
間
が
か
か
る
。
一

方
で
、
寒
さ
に
耐
え
た
村
上
茶
は

他
の
産
地
と
比
べ
る
と
ま
ろ
や
か

で
渋
み
が
優
し
く
な
る
と
い
い
、

雪
国
な
ら
で
は
の
個
性
あ
る
味
と

な
り
差
別
化
し
や
す
い
の
だ
そ
う

で
す
。

　
村
上
に
お
茶
屋
さ
ん
は
多
く
、

今
回
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
冨
士
美
園
さ
ん
は
、創
業

が
明
治
元
年
と
の
こ
と
で
、他
に
江

戸
時
代
か
ら
の
創
業
で
あ
る
九
重

園
な
ど
、
老
舗
も
数
店
あ
る
そ
う

で
す
。
現
在
六
代
目
の
若
き
飯
島

社
長
さ
ん
は
同
業
の
方
々
と
も
協

力
し
て
、「
村
上
茶
研
究
会
」
を
発

足
さ
せ
、村
上
茶
の
一
層
の
発
展
を

願
っ
て
活
動
、
茶
づ
く
り
の
原
点

と
も
い
わ
れ
る
全
国
手
も
み
製
茶

技
術
競
技
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　
明
治
に
か
け
日
本
が
開
国
し
た

時
、
輸
出
品
と
し
て
生
糸
に
次
い

で
二
番
目
に
多
か
っ
た
の
が
お
茶

で
し
た
。
村
上
茶
も
明
治
26
年
に

す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
博
覧
会
で
高

く
評
価
さ
れ
た
そ
う
で
、「
越
後
村

上
新
茶
の
出
ど
こ
　
娘
や
り
た
や

お
茶
積
み
に
　
宇
治
の
新
茶
と
村

上
の
初
葉
が
出
合
い
ま
し
た
よ
　

横
浜
で
」
と
い
う
茶
摘
み
唄
は
往

時
を
忍
ば
せ
ま
す
。

業
に
成
長
し
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
。

　
最
初
は
茶
の
製
法
も
未
熟
で
し

た
が
、
元
禄
年
間
に
入
っ
て
今
の

「
芽
摘
み
」
と
い
う
技
術
が
習
得

さ
れ
、
早
く
か
ら
煎
茶
や
玉
露
ま

で
の
生
産
が
可
能
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
今
で
も
村
上
茶
は
生
産
量

こ
そ
多
く
な
い
も
の
の
、
そ
の
味

わ
い
や
品
質
は
全
国
の
品
評
会
な

ど
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。

寒
さ
に
耐
え
て
〝
ま
ろ
や
か
さ
〟

と
〝
渋
み
〟
に
優
し
さ
が

　
寒
さ
に
耐
え
て
「
村
上
茶
は
と

が
っ
た
渋
み
が
な
く
ま
ろ
や
か
」

と
良
く
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
照

時
間
が
短
い
た
め
、
タ
ン
ニ
ン
を

生
成
す
る
光
合
成
が
抑
え
ら
れ
て

旨
味
が
蓄
え
ら
れ
る
か
ら
と
の
こ

と
で
す
。
お
茶
の
樹
は
暖
か
い
と

こ
ろ
の
植
物
で
本
来
は
雪
が
降
る

所
で
作
る
も
の
で
は
な
く
、
冬
囲

い
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
雪

の
老
舗
茶
屋
・
冨
士
美
園
の
オ
ー

ナ
ー
が
知
り
合
い
だ
っ
た
の
で
、

早
速
「
テ
レ
ビ
見
ま
し
た
よ
！
」

と
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。

　
村
上
の
町
に
お
茶
の
樹
が
栽
培

さ
れ
始
め
て
か
ら
今
年
は
ち
ょ
う

ど
４
０
０
年
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
に
村
上
藩
の
大
年

寄
、
徳
光
屋
覚
左
衛
門
が
宇
治
・

伊
勢
か
ら
茶
の
実
を
入
手
し
、
播

種
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
い
ま
す
。

　
世
界
初
と
い
わ
れ
る
鮭
の
人
工

増
殖
や
村
上
堆
朱
・
堆
黒
な
ど
、

い
ず
れ
も
遠
い
昔
に
村
上
藩
士
が

手
掛
け
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
研
究
に
よ
っ
て
立
派
な
産

村
上
で
お
茶
の
栽
培
が

始
め
ら
れ
て
４
０
０
年
─
─

　「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
、
野

に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る
・
・
・
」

昔
懐
か
し
い
唱
歌
・
茶
摘
み
の
歌

で
す
。

　
立
春
か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目

に
茶
摘
み
が
行
わ
れ
る
と
い
い
、

小
さ
か
っ
た
頃
、
茶
畑
の
側
を
通

る
た
び
口
に
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
先
月
こ
の
時
期
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ

Ｓ
で
、
か
な
り
長
い
時
間
を
さ
い

て
村
上
茶
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
良
い
番
組
で
嬉
し
く

な
り
、
取
材
を
受
け
て
い
た
村
上

随
想
四
季�

（
リ
レ
ー
第
181
回
）

北
限
の
茶
処
・
村
上

佐
藤

　勝
（
広
報
委
員
・
東
京
村
上
市
郷
友
会
）

茶摘みの頃の茶畑（奥の山はお城山）

茶畑の雪景色

村上茶の老舗　冨士美園

原
稿
に
つ
い
て

◎
地
区
県
人
会
・
郷
人
会
だ

よ
り
：
原
稿
６
０
０
字
、
写

真
１
点
。
記
念
会
は
原
稿

８
０
０
字
、
写
真
２
点
。

◎
随
想
四
季
：
原
稿
１
６
０ 

０
字
。

◎
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
写
真
と
記

事
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て

◎
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
入
力
さ

れ
た
原
稿
は
、
で
き
る
だ
け

メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◎
紙
焼
き
写
真
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
画
像
フ
ァ
イ
ル

は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
画
像
は
ワ
ー
ド
な
ど
の

書
類
に
取
り
込
み
ま
す
と
解

像
度
が
劣
化
し
ま
す
。
貼
り

付
け
な
い
も
の
も
別
途
お
送

り
く
だ
さ
い
。

締切カレンダー

９月号 7月15日（水）

10月号 8月14日（金）

11月号 9月15日（火）

12月号 10月15日（木）

info@niigatakenjinkai.com

広
報
委
員
会
か
ら
お
願
い

（ 8 ）

08_随想四季181.indd   8 2020/07/17   10:55



 

た
土
地
で
あ
っ
た
。
小
屋
み
た
い 

な
家
を
建
て
た
が
、
そ
れ
ま
で
は 

寺
の
一
間
で
、
学
童
疎
開
と
壁
を 

へ
だ
て
て
暮
ら
し
た
。
母
は
ほ
ど 

な
く
、
私
の
シ
ャ
ツ
に
白
い
虫
を 

発
見
し
て
飛
び
上
が
っ
た
。
父
に

言
わ
れ
裸
に
な
っ
て
調
べ
あ
っ
た

ら
、
虱
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
な

ん
と
父
の
脱
い
だ
シ
ャ
ツ
裏
だ
っ

た
。
父
は
負
け
惜
し
み
を
言
っ
た
。

も
っ
と
凄
い
南
京
虫
に
パ
リ
で
慣

れ
っ
こ
だ
っ
た
か
ら
と
。
そ
れ
に

し
て
も
、
あ
の
痒
が
り
屋
の
父
が
、

ど
う
し
て
先
に
気
付
か
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
一
家
は
蜜
柑
畑
を
一
反
歩
か
り 

る
と
、
甘
藷
畑
に
耕
し
替
え
た
。 

南
瓜
も
つ
く
っ
た
。
朝
早
く
父
と 

子
は
、
蜂
の
よ
う
に
花
粉
を
雌
花

に
ま
ぶ
し
て
ま
わ
っ
た
。
丹
沢
山

麓
の
前
衛
の
山
へ
も
の
ぼ
っ
た
。

開
墾
に
だ
。
リ
ヤ
カ
ー
が
な
く
て
、

山
車
ま
で
自
ら
つ
く
る
羽
目
に

な
っ
た
父
は
、
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん

と
平
均
に
車
輪
を
こ
ろ
が
し
て
見

た
。
私
は
泣
き
出
し
た
。
仁
王
立

ち
に
な
っ
た
父
は
、
画
ペ
ン
を
握

り
な
お
し
、
ま
た
画
室
に
も
ど
っ

て
い
っ
た
。

　
べ
つ
の
日
─
─
。

　
記
者
の
ひ
と
り
が
、
長
押
の
槍

を
は
ず
し
、
縁
先
か
ら
楓
の
幹
に

突
き
立
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

の
槍
は
華
奢
な
も
の
だ
っ
た
が
、

刃
物
に
は
ち
が
い
な
い
の
で
、
子

供
が
触
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

た
。
私
は
固
唾
を
の
ん
だ
。
と
こ

ろ
が
、
来
客
に
囲
ま
れ
て
赤
い
顔

の
父
は
、
笑
っ
て
い
て
咎
め
よ
う

と
し
な
い
の
だ
。
記
者
は
奇
声
を

発
し
突
き
立
て
る
こ
と
を
く
り
返

し
た
。

　
空
襲
が
厳
し
く
な
る
前
に
、
一 

家
は
神
奈
川
県
の
山
北
町
に
疎
開 

し
た
。
父
が
渓
流
釣
り
で
見
知
っ 

者
た
ち
で
あ
っ
た
。母
も
ま
た
、よ

く
前
夜
の
着
物
姿
で
起
き
て
い
た

が
、朝
は
襷
が
け
な
の
が
ち
が
っ
た
。

　
あ
る
朝
─
─
。

　
に
ぎ
や
か
に
蓄
音
機
が
鳴
っ
て 

い
た
。
漢
詩
の
拓
本
の
軸
の
か
か 

る
十
畳
間
だ
っ
た
。
突
然
画
室
か 

ら
足
先
が
出
た
。
一
直
線
に
足
は 

近
づ
い
て
、
レ
コ
ー
ド
を
針
ご
と

踏
み
つ
ぶ
し
た
。
記
者
が
と
び
す

さ
っ
た
。
レ
コ
ー
ド
は
そ
の
記
者

の
土
産
で
、「
狸
噺
子
」
が
表
面
、

砕
か
れ
た
の
は
裏
面
の
と
き
だ
っ

「
バ
ラ
の
花
片
の
枕
を
な
さ
っ
て 

る
っ
て
、
ほ
ん
と
…
…
？
」
教
師 

に
な
り
た
て
の
ひ
と
に
手
を
引
か 

れ
、
私
は
小
走
り
に
駆
け
て
い
た
。

父
の
こ
と
ば
か
り
訊
か
れ
た
。

　
う
ん
。
私
は
頷
い
た
が
、
首
筋 

に
ソ
バ
ガ
ラ
の
擦
れ
る
感
じ
を
思

い
出
し
て
い
た
。
枕
と
い
え
ば
、

私
の
も
家
中
の
だ
れ
の
も
、
あ
り 

き
た
り
の
や
つ
だ
っ
た
。
父
の
枕 

と
い
え
ど
も
，
断
じ
て
花
片
の
な 

ん
か
で
は
な
か
っ
た
。
バ
ラ
な
ら
、

庭
い
っ
ぱ
い
に
咲
て
い
た
が
。

　
私
は
頭
を
ひ
ね
っ
た
。
そ
し
て 

気
付
い
た
。
父
の
枕
な
ど
あ
り
は 

し
な
い
こ
と
に
。
そ
う
な
の
だ
。

枕
ど
こ
ろ
か
、
父
は
寝
な
い
ひ
と 

な
の
だ
。
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
喋

れ
な
い
。

　
お
寝
み
な
さ
い
。
母
に
う
な
が 

さ
れ
、
兄
弟
し
て
画
室
の
前
で
声 

を
は
り
あ
げ
る
と
、
父
は
仕
事
机 

に
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
た
ま
ま
、
ア 

と
か
ウ
と
か
返
事
を
し
た
。
頷
く 

だ
け
の
時
も
あ
っ
た
。

　
家
の
中
に
は
他
に
も
寝
不
足
の 

顔
が
見
ら
れ
た
。
締
切
近
い
編
集

デ
ビ
ュ
ー
百
周
年
記
念

　特
別
寄
稿

父
・
蕗
谷
虹
児 （
新
発
田
市
出
身
）

蕗
谷
龍
夫
（
虹
児
の
三
男
・
元
蕗
谷
虹
児
記
念
館
々
長
）

せ
た
。
子
ど
も
と
母
は
わ
ら
草
履

を
あ
ん
だ
。
鼻
緒
に
ま
ぜ
る
布
の

配
色
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
。

　
戦
後
ま
も
な
く
、
家
の
前
を
走 

る
御
殿
場
線
の
列
車
か
ら
、
線
路 

に
身
を
踊
ら
し
て
最
短
距
離
を
一 

人
の
男
が
訪
ね
て
き
た
。
特
攻
の 

生
き
残
り
だ
と
い
う
幼
年
ク
ラ
ブ

の
記
者
だ
っ
た
。
踵
の
高
い
靴
を

は
い
た
少
女
ク
ラ
ブ
の
記
者
は
、

駅
か
ら
石
こ
ろ
道
を
や
っ
て
き
た
。

ふ
た
た
び
、
父
は
画
き
は
じ
め
た
。

　
そ
れ
は
戦
後
の
仕
事
に
続
い
て 

い
る
が
、
こ
の
頃
の
仕
事
は
お
も 

に
、
毎
年
の
個
展
の
た
め
、
あ
る 

い
は
個
人
画
集
の
た
め
の
よ
う
だ 

っ
た
。
中
伊
豆
の
画
室
を
訪
ね
る 

と
、
夜
半
、
流
れ
る
湯
音
に
ま
じ 

っ
て
、
耳
に
馴
染
ん
だ
咳
払
い
が 

聞
こ
え
て
く
る
。
新
し
い
詩
画
集 

の
仕
事
に
変
わ
ら
ぬ
意
欲
を
燃
や 

す
父
の
晩
年
の
姿
で
あ
る
。

　
抒
情
画
家
、
花
嫁
人
形
の
詩
人 

─
─
。
し
か
し
、
虹
児
に
も
生
活

は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
子
の
知
る

か
ぎ
り
、
父
の
そ
れ
は
苦
闘
の
連

続
で
あ
っ
た
。「
泣
く
に
泣
か
れ

ぬ
花
嫁
人
形
は
…
…
」
父
自
身
が

そ
れ
を
歌
う
の
を
、
か
つ
て
家
人

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

（
１
９
７
６
年
　
別
冊
週
刊
読
売
「
抒
情 

画
三
つ
の
明
星
　
蕗
谷
虹
児
」
よ
り
）

蕗谷虹児 51歳 画室にて 1949年

虹
児
が
描
い
た
「
龍
夫
」
の
デ
ッ
サ
ン

（ 9 ）

09_特別寄稿.indd   9 2020/07/17   20:17



一
般
財
団
法
人

　東
京
新
潟
県
人
会
館

　役
員

　

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

理

事

長
川
　
村
　
敏
　
夫
千
葉
県
浦
安
市

副
理
事
長
髙
　
橋
　
秀
　
夫
神
奈
川
県
座
間
市

〃

春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
武
蔵
野
市

業
務
執
行
理
事

廣
　
川
　
高
　
志
東
京
都
練
馬
区

〃

佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

〃

鈴
　
木
　
輝
　
雄
東
京
都
品
川
区

理

事
金
　
子
　
重
　
雄
東
京
都
豊
島
区

〃

髙
　
橋
　
　
　
登
東
京
都
台
東
区

〃

雨
　
宮
　
勝
　
夫
東
京
都
板
橋
区

〃

多
　
田
　
治
　
夫
東
京
都
練
馬
区

監

事
野
　
村
　
英
　
夫
東
京
都
足
立
区

〃

植
　
木
　
康
　
彦
東
京
都
台
東
区

評

議

員
岡
　
　
　
一
　
二
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

桑
　
原
　
正
　
志
東
京
都
板
橋
区

〃

若
　
井
　
謙
　
一
東
京
都
大
田
区

〃

登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

〃

小
　
林
　
保
　
廣
東
京
都
国
分
寺
市

〃

鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

〃

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

〃

砂
　
山
　
紀
久
雄
東
京
都
足
立
区

東
京
新
潟
県
人
会
役
員
及
び
地
区
県
人
会
・
郷
人
会
役
員

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

名
誉
会
長
平
　
　
　
　
　
辰
東
京
都
大
田
区

名
誉
相
談
役
横
　
野
　
寅
　
夫
東
京
都
府
中
市

常
任
顧
問
川
　
村
　
敏
　
夫
千
葉
県
浦
安
市

相

談

役
髙
　
橋
　
秀
　
夫
神
奈
川
県
座
間
市

〃

金
　
子
　
重
　
雄
東
京
都
豊
島
区

〃

春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
武
蔵
野
市

〃

曾
　
山
　
孝
　
一
東
京
都
荒
川
区

会

長
小
　
林
　
保
　
廣
東
京
都
国
分
寺
市

副

会

長
廣
　
川
　
高
　
志
東
京
都
練
馬
区

〃

若
　
井
　
謙
　
一
東
京
都
大
田
区

〃

佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

〃

山
　
本
　
ミ
チ
子
東
京
都
北
区

〃

福
　
原
　
　
　
弘
東
京
都
三
鷹
市

〃

鈴
　
木
　
輝
　
雄
東
京
都
品
川
区

〃

多
　
田
　
治
　
夫
東
京
都
練
馬
区

〃

山
　
崎
　
ヤ
　
ス
東
京
都
品
川
区

〃

細
　
井
　
ミ
ツ
子
東
京
都
新
宿
区

〃

遠
　
藤
　
哲
　
夫
神
奈
川
県
横
須
賀
市

〃

根
　
津
　
万
寿
夫
東
京
都
板
橋
区

監

事
及
　
川
　
恒
　
夫
東
京
都
北
区

〃

野
　
村
　
英
　
夫
東
京
都
足
立
区

役

　
　
　職

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

常
務
理
事
小
　
林
　
英
　
典
東
京
都
台
東
区

〃

岡
　
　
　
一
　
二
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

山
　
田
　
　
　
寛
東
京
都
府
中
市

〃

小
　
林
　
周
　
平
埼
玉
県
草
加
市

〃

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

〃

尾
　
田
　
喜
　
作
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

〃

杉
　
山
　
範
　
子
東
京
都
台
東
区

〃

宮
　
内
　
富
　
子
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

戸
　
澤
　
末
　
子
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

〃

齋
　
藤
　
常
　
夫
千
葉
県
千
葉
市

〃

長
谷
川
　
文
　
子
埼
玉
県
草
加
市

〃

樋
　
口
　
　
　
昭
東
京
都
練
馬
区

〃

樋
　
口
　
高
　
士
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

坂
　
田
　
純
　
一
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

加
　
藤
　
全
　
宏
東
京
都
世
田
谷
区

〃

水
　
澤
　
聰
　
允
東
京
都
北
区

〃

岩
　
田
　
東
　
一
東
京
都
中
央
区

〃

田
　
中
　
正
　
芳
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

八
尾
坂
　
正
　
栄
東
京
都
練
馬
区

〃

柳
　
　
　
政
　
直
千
葉
県
我
孫
子
市

〃

田
　
辺
　
幸
　
雄
神
奈
川
県
横
浜
市

〃

寺
　
山
　
修
　
司
東
京
都
足
立
区

〃

石
　
田
　
廣
　
行
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町

〃

齋
　
藤
　
信
　
夫
埼
玉
県
富
士
見
市

〃

伊
　
藤
　
利
　
彦
東
京
都
小
金
井
市

地
区
県
人
会

地

　区

　名

会

　
　長

（
○
○
県
人
会
を
省
略
）

住

　
　
　
　所

荒

川

区
山
　
岸
　
冨
　
二
東
京
都
荒
川
区

茨

城
篠
　
田
　
　
　
實
茨
城
県
水
戸
市

岩

槻

区
福
　
井
　
　
　
満
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

浦

安
秋
　
葉
　
　
　
要
千
葉
県
浦
安
市

大

田

区
幹
事
長

丸
　
茂
　
勇
　
夫
東
京
都
大
田
区

尾

久
鈴
　
木
　
　
　
清
東
京
都
荒
川
区

葛

飾

区
内
　
田
　
　
　
晃
東
京
都
葛
飾
区

葛
南
船
橋
村
　
山
　
セ
　
ツ
千
葉
県
船
橋
市

国
土
交
通
省
事
務
局

川
　
上
　
陽
　
三
東
京
都
三
鷹
市

国

分

寺
樋
　
口
　
満
　
雄
東
京
都
国
分
寺
市

小

平

市
倉
　
重
　
計
　
夫

草
加
地
域
冨
　
沢
　
　
　
隆
埼
玉
県
草
加
市

立

川
大
　
石
　
ふ
み
お
東
京
都
立
川
市

地

　区

　名

会

　
　長

（
○
○
県
人
会
を
省
略
）

住

　
　
　
　所

東

葛
清
　
水
　
文
　
雄
千
葉
県
松
戸
市

東
京
台
東
小
　
林
　
英
　
典
東
京
都
台
東
区

東
京
中
野
石
　
井
　
　
　
進
東
京
都
練
馬
区

豊

島
小
　
林
　
秀
　
夫
埼
玉
県
富
士
見
市

栃
木
県
小
山
地
区

鈴
　
木
　
克
　
男
茨
城
県
結
城
市

新
潟
越
後
獅
子
の
会

鈴
　
木
　
忠
　
夫
埼
玉
県
志
木
市

練

馬
轡
　
田
　
英
　
夫
東
京
都
練
馬
区

八

王

子
吉
　
村
　
勝
　
雄
東
京
都
八
王
子
市

日

野
清
　
水
　
　
　
昭
東
京
都
日
野
市

武
蔵
村
山
一
ノ
瀬
　
正
　
宏
東
京
都
武
蔵
村
山
市

横

須

賀
斎
　
藤
　
　
　
明
神
奈
川
県
横
須
賀
市

郷

　人

　会

会

　
　名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

岩
首
東
京
人
会

佐
　
藤
　
東
　
司
千
葉
県
松
戸
市

海
の
柏
崎
会
植
　
木
　
康
　
彦
埼
玉
県
富
士
見
市

え
ち
ご
妙
高
会

豊
　
田
　
　
　
寛
埼
玉
県
川
口
市

越
後
長
岡

ふ
る
さ
と
会
小
　
幡
　
幹
　
雄
神
奈
川
県
横
浜
市

関
東
小
木
人
会

榎
　
谷
　
端
　
夫
千
葉
県
松
戸
市

関
東
畑
野
会
元
　
田
　
利
　
夫
東
京
都
武
蔵
野
市

五
泉
応
援
団
事
務
局

五
泉
商
工
観
光
課

石
　
黒
　
勝
　
夫
東
京
都
杉
並
区

鯖
石
郷
大
沢
会

五
十
嵐
　
昌
　
男
神
奈
川
県
海
老
名
市

し
ば
た
豊
浦
会

会
長
代
行

伊
　
藤
　
　
　
昭
千
葉
県
習
志
野
市

首
都
圏
岩
室

だ
い
ろ
会
和
　
田
　
政
　
雄
東
京
都
足
立
区

首
都
圏
え
ち
ご

蒲

原

会
遠
　
藤
　
哲
　
夫
神
奈
川
県
横
須
賀
市

首
都
圏
え
ち
ご

吉

田

会
登
　
石
　
正
　
中
東
京
都
板
橋
区

首
都
圏
京
ヶ
瀬
会

酒
　
井
　
勝
　
弘
埼
玉
県
川
口
市

首
都
圏
在
住

関
川
村
人
会
河
　
内
　
廣
　
治
埼
玉
県
草
加
市

首
都
圏
佐
渡
金
井
会

池
　
　
　
登
志
邦
東
京
都
杉
並
区

首
都
圏
佐
渡
新
穂
会

須
　
田
　
健
　
一
東
京
都
板
橋
区

首
都
圏
佐
渡
連
合
会

山
　
本
　
顕
　
男
千
葉
県
佐
倉
市

首
都
圏
佐
和
田
会

名
　
畑
　
五
　
郎
東
京
都
東
村
山
市

首
都
圏
つ
き
が
た
会

鏡
　
　
　
　
　
實
茨
城
県
守
谷
市

首
都
圏
ふ
る
さ
と

わ
し
ま
会
横
　
山
　
　
　
勲
東
京
都
目
黒
区

首
都
圏
真
野
人
会

倉
　
内
　
壯
　
吾
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

首
都
圏
み
し
ま
会

菊
　
池
　
　
　
隆
千
葉
県
松
戸
市

首
都
圏
六
日
町
会

大
　
塚
　
昭
　
夫
千
葉
県
千
葉
市

首
都
圏
安
田
会

小
　
嶋
　
東
　
吾
千
葉
県
松
戸
市

城
下
町
新
発
田
会

小
　
野
　
悦
　
男
埼
玉
県
所
沢
市

会

　
　名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

東
京
寺
泊
会
橋
　
本
　
寛
　
二

東
京
相
川
会
山
　
本
　
顕
　
男
千
葉
県
佐
倉
市

東
京
新
山
睦
会

諏
　
佐
　
政
　
義
東
京
都
新
宿
区

東
京
出
雲
崎
会

岡
　
田
　
　
　
齊
千
葉
県
船
橋
市

東
京
板
倉
会
清
　
水
　
忠
　
志
長
野
県
安
曇
野
市

東
京
糸
魚
川
会

小
　
林
　
保
　
廣
東
京
都
国
分
寺
市

東
京
浦
川
原
会

大
　
嶋
　
　
　
勇
千
葉
県
成
田
市

東
京
・
え
ち
ご

雪
椿
の
会
星
　
野
　
憲
　
三
埼
玉
県
川
越
市

東
京
大
潟
会
平
　
原
　
一
　
平
東
京
都
府
中
市

東
京
小
国
会
大
　
橋
　
　
　
悟
東
京
都
目
黒
区

東
京
お
け
さ
会

髙
　
橋
　
睦
　
子
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
片
貝
会
本
　
田
　
秀
　
幸
東
京
都
大
田
区

東
京
鹿
瀬
会
坂
　
田
　
純
　
一
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
上
川
会
長
谷
川
　
久
　
雄
埼
玉
県
川
口
市

東
京
川
井
会
池
　
田
　
　
　
博
東
京
都
渋
谷
区

東
京
河
崎
会
伊
　
藤
　
　
　
功

東
京
笹
神
会
椎
　
野
　
常
　
雄
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
三
條
会
大
　
竹
　
　
　
博
東
京
都
品
川
区

東
京
塩
沢
会
髙
　
橋
　
幹
　
夫
埼
玉
県
川
口
市

東
京
白
根
会
及
　
川
　
恒
　
夫
東
京
都
北
区

東
京
水
原
会
太
　
田
　
芳
　
夫
東
京
都
練
馬
区

東
京
守
門
会
佐
　
藤
　
春
　
松
埼
玉
県
富
士
見
市

東
京
関
原
会
三
　
條
　
和
　
男
東
京
都
武
蔵
村
山
市

東
京
高
倉
会
髙
　
橋
　
英
　
宣
埼
玉
県
草
加
市

東
京
津
川
会
赤
　
城
　
三
　
男
埼
玉
県
行
田
市

東
京
津
南
郷
会

石
　
澤
　
政
　
宜
埼
玉
県
春
日
部
市

東
京
十
日
町
会

春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
中
央
区

東
京
中
之
口
会

相
　
田
　
雅
　
四
千
葉
県
松
戸
市

東
京
中
之
島
会

若
　
月
　
義
　
信
東
京
都
北
区

東
京
中
野
俣
会

金
　
内
　
制
　
治
東
京
都
品
川
区

東
京
新
潟
県
人

ゴ
ル
フ
会
川
　
村
　
敏
　
夫
千
葉
県
浦
安
市

東
京
新
潟
西
川
会

中
　
原
　
克
　
義
千
葉
県
船
橋
市

東
京
奴
奈
川
会

東
京
布
川
会
樋
　
口
　
五
　
郎
埼
玉
県
川
口
市

東
京
広
神
会
佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

東
京
分
水
会
大
　
島
　
芳
　
昭
東
京
都
新
宿
区

東
京
堀
之
内
会

松
　
井
　
利
　
男

代
理
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
牧
村
会
鈴
　
木
　
　
　
勉
東
京
都
江
戸
川
区

東
京
松
里
会
髙
　
沢
　
悦
　
夫

会
長
神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
松
代
会
石
　
田
　
廣
　
行
埼
玉
県
入
間
郡

東
京
松
之
山
会

村
　
山
　
富
　
雄
千
葉
県
船
橋
市

東
京
三
川
会
安
　
部
　
　
　
巽
千
葉
県
千
葉
市

東
京
村
上
市
郷
友
会

赤
　
見
　
市
　
郎
東
京
都
あ
き
る
野
市

東
京
弥
彦
村
人
会

堀
　
　
　
　
　
優
東
京
都
東
村
山
市

残暑お見舞い
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同

　窓

　会

会

　
　名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

新
井
高
校
同
窓
会

東
京
支
部
宮
　
下
　
忠
　
司
千
葉
県
成
田
市

加
茂
農
林
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

土
　
屋
　
七
　
郎
千
葉
県
千
葉
市

関
東
北
友
会
神
　
尾
　
津
威
起
東
京
都
青
梅
市

県
立
村
松
高
等
学
校

東
京
同
窓
会
大
　
橋
　
貞
　
夫
東
京
都
世
田
谷
区

高
田
高
女
北
城
高
校

同
総
会
東
京
支
部

佐
　
藤
　
啓
　
子
東
京
都
練
馬
区

十
日
町
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

福
　
原
　
　
　
弘
東
京
都
三
鷹
市

東
京
新
商
会
事
務
局
　

石
　
塚
　
　
　
智
東
京
都
千
代
田
区

東
京
柏
工
会
山
　
﨑
　
　
　
勇
埼
玉
県
富
士
見
市

東
京
柏
商
同
窓
会

五
十
嵐
　
誠
　
一
茨
城
県
取
手
市

長
岡
工
業
高
等
学
校

同
窓
会
東
京
支
部

原
　
　
　
勝
　
英
千
葉
県
船
橋
市

新
潟
県
立
佐
渡

総
合
高
校
同
窓

会
関
東
支
部

勝
　
俣
　
　
　
武
神
奈
川
県
厚
木
市

能
水
会
東
京
支
部

伊
　
藤
　
常
　
夫
埼
玉
県
川
口
市

松
之
山
校
友
会

村
　
山
　
東
風
雄
千
葉
県
市
川
市

南
鯖
石
中
Ｓ

39
卒
関
東
会
目
　
崎
　
道
　
頼
茨
城
県
石
岡
市

六
日
町
高
校

東
京
同
窓
会
須
　
藤
　
　
　
武

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

理

事
柳
　
　
　
信
　
輔
東
京
都
葛
飾
区

〃

山
　
崎
　
和
　
子
埼
玉
県
川
口
市

〃

山
　
田
　
セ
イ
子
東
京
都
中
央
区

〃

渡
　
邉
　
秀
　
夫
神
奈
川
県
横
浜
市

名

　誉

　会

　員

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

名
誉
会
員
植
　
木
　
ユ
シ
イ
東
京
都
台
東
区

〃

大
　
橋
　
清
　
一
東
京
都
豊
島
区

〃

加
　
藤
　
　
　
勲
東
京
都
葛
飾
区

〃

小
　
堺
　
一
　
男
埼
玉
県
久
喜
市

〃

小
　
菅
　
俊
　
信
千
葉
県
千
葉
市

〃

駒
　
村
　
正
　
樹
千
葉
県
千
葉
市

〃

清
　
水
　
文
　
雄
千
葉
県
松
戸
市

〃

西
　
島
　
榮
　
子
東
京
都
荒
川
区

〃

細
　
谷
　
シ
　
ズ
茨
城
県
守
谷
市

〃

丸
　
山
　
　
　
保
千
葉
県
浦
安
市

〃

丸
　
山
　
　
　
武
東
京
都
町
田
市

〃

村
　
山
　
世
　
都
千
葉
県
船
橋
市

委
員
会
委
員

　（◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

総
務
委
員
会

氏

　
　名

◎
及
　
川
　
恒
　
夫

○
鈴
　
木
　
　
　
清

○
山
　
田
　
　
　
寛

春
　
日
　
　
　
寛

岡
　
　
　
一
　
二

三
　
條
　
和
　
男

戸
　
澤
　
末
　
子

関
　
根
　
洋
　
子

尾
　
田
　
喜
　
作

八
尾
坂
　
正
　
栄

水
　
上
　
　
　
卓

船
　
田
　
さ
と
子

財
務
委
員
会

氏

　
　名

◎
村
　
山
　
政
　
利

○
内
　
田
　
　
　
晃

寺
　
山
　
修
　
司

中
　
條
　
誠
　
一

大
　
島
　
　
　
靖

岩
　
田
　
東
　
一

樋
　
口
　
　
　
茂

文
化
委
員
会

氏

　
　名

◎
樋
　
口
　
　
　
昭

○
齋
　
藤
　
常
　
夫

○
原
　
　
　
勝
　
英

（
理
事
及
び
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
は
、
な
お
若
干
の
異

動
が
あ
り
得
ま
す
）

会

　
　名

会

　
　長

住

　
　
　
　所

東
京
や
ま
と
会

田
　
中
　
正
　
芳
神
奈
川
県
川
崎
市

東
京
吉
川
会
常
　
山
　
正
　
樹
神
奈
川
県
横
浜
市

東
京
両
津
の
会

祝
　
　
　
憲
　
史
東
京
都
中
央
区

新
潟
荒
川
会
遠
　
山
　
忠
　
吾
東
京
都
立
川
市

新
潟
下
越
連
合

古
　
川
　
義
　
範
神
奈
川
県
大
和
市

ふ
る
さ
と
入
広
瀬
会

佐
　
藤
　
義
　
孝
東
京
都
杉
並
区

ふ
る
さ
と
越
路
会

内
　
山
　
　
　
繁
神
奈
川
県
横
浜
市

ふ
る
さ
と
上
越

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

伊
　
藤
　
利
　
彦
東
京
都
千
代
田
区

ふ
る
さ
と

文
化
交
流
会
春
　
日
　
　
　
寛
東
京
都
武
蔵
野
市

巻
ふ
る
さ
と
会

代
理
人
　

大
　
滝
　
宏
　
二
東
京
都
江
東
区

村
上
市
朝
日

ふ
る
さ
と
会
高
　
橋
　
正
　
作
東
京
都
品
川
区

お
け
さ
友
愛
会

向
　
山
　
　
　
清
東
京
都
小
平
市

花
實
短
歌
会

代
々
木
支
部
支
部
長
　

外
　
山
　
禮
　
子
東
京
都
世
田
谷
区

葉

月

会
金
　
田
　
恵
美
子
東
京
都
板
橋
区

民

友

会
尾
　
田
　
喜
　
作
神
奈
川
県
横
浜
市

若

波

会
斉
　
藤
　
　
　
実
神
奈
川
県
相
模
原
市

文
化
委
員
会

氏

　
　名

高
　
津
　
　
　
葆

水
　
澤
　

　
允

野
　
村
　
英
　
夫

長
谷
川
　
文
　
子

組
織
委
員
会

氏

　
　名

◎
小
　
林
　
周
　
平

○
坂
　
田
　
純
　
一

村
　
山
　
富
　
雄

杉
　
山
　
範
　
子

山
　
崎
　
和
　
子

宮
　
内
　
富
　
子

鏡
　
　
　
　
　
實

大
　
橋
　
淑
　
宏

広
報
委
員
会

氏

　
　名

◎
樋
　
口
　
高
　
士

○
田
　
辺
　
幸
　
雄

田
　
中
　
　
　
実

石
　
黒
　
繁
　
子

榊
　
　
　
勝
　
彦

山
　
田
　
セ
イ
子

髙
　
橋
　
徳
　
次

大
　
原
　
精
　
一

佐
　
藤
　
　
　
勝

清
　
水
　
裕
美
子

女
性
委
員
会

氏

　
　名

◎
長
谷
川
　
文
　
子

○
小
松
原
　
洋
　
子

山
　
田
　
セ
イ
子

清
　
水
　
裕
美
子

船
　
田
　
さ
と
子

小
　
林
　
玉
　
実

小
　
林
　
加
　
奈

齊
　
藤
　
澄
　
子

広
報
・
広
告
部
会

　氏

　
　名

◎
廣
　
川
　
高
　
志

若
　
井
　
謙
　
一

佐
　
藤
　
永
　
久

鈴
　
木
　
輝
　
雄

杉
　
山
　
範
　
子

山
　
崎
　
ヤ
　
ス

交
流
・
渉
外
部
会

　氏

　
　名

◎
佐
　
藤
　
永
　
久

同

　好

　会

会

　
　名

代

　
　表

住

　
　
　
　所

歌
声
ク
ラ
ブ
柳
　
　
　
政
　
直
千
葉
県
我
孫
子
市

お
け
さ
ク
ラ
ブ

野
　
村
　
英
　
夫
東
京
都
足
立
区

業
種
間
交
流
会

東
　
條
　
玉
　
英
東
京
都
八
王
子
市

旅
ク
ラ
ブ
小
　
菅
　
俊
　
信
千
葉
県
千
葉
市

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

新
潟
食
べ
歩
き
の
会

佐
　
藤
　
永
　
久
東
京
都
足
立
区

地
区
県
人
会
・
郷
人
会
会
長
以
外
の
理
事

氏

　
　名

住

　
　
　
　所

理

事
石
　
黒
　
繁
　
子
東
京
都
江
東
区

〃

内
　
田
　
　
　
晃
東
京
都
葛
飾
区

〃

大
　
島
　
芳
　
昭
東
京
都
新
宿
区

〃

加
　
藤
　
喜
　
七
東
京
都
葛
飾
区

〃

金
　
澤
　
拓
　
平
東
京
都
三
鷹
市

〃

狩
　
野
　
敏
　
子
東
京
都
大
田
区

〃

川
　
邉
　
良
　
子
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

木
　
村
　

　
子
新
潟
県
佐
渡
市

〃

児
　
玉
　
　
　
信
千
葉
県
船
橋
市

〃

小
松
原
　
洋
　
子
東
京
都
大
田
区

〃

齊
　
藤
　
澄
　
子
東
京
都
葛
飾
区

〃

榊
　
　
　
勝
　
彦
東
京
都
台
東
区

〃

佐
　
藤
　
啓
　
子
東
京
都
練
馬
区

〃

清
　
水
　
裕
美
子
東
京
都
千
代
田
区

〃

杉
　
野
　
英
　
雄
東
京
都
大
田
区

〃

鈴
　
木
　
四
子
二
東
京
都
江
東
区

〃

関
　
根
　
洋
　
子
東
京
都
文
京
区

〃

高
　
井
　
　
　
忠
埼
玉
県
春
日
部
市

〃

髙
　
澤
　
悦
　
夫
神
奈
川
県
川
崎
市

〃

高
　
津
　
　
　
葆
東
京
都
国
分
寺
市

〃

髙
　
橋
　
徳
　
次
埼
玉
県
入
間
郡

〃

髙
　
橋
　
　
　
登
東
京
都
台
東
区

〃

髙
　
間
　
紀
　
雄
東
京
都
杉
並
区

〃

田
　
中
　
　
　
実
埼
玉
県
所
沢
市

〃

東
　
條
　
玉
　
英
東
京
都
八
王
子
市

〃

中
　
條
　
誠
　
一
東
京
都
港
区

〃

南
　
雲
　
芳
　
夫
東
京
都
荒
川
区

〃

樋
　
口
　
五
　
郎
埼
玉
県
川
口
市
朝
日

〃

樋
　
口
　
　
　
茂
埼
玉
県
上
尾
市

〃

深
　
石
　
民
　
征
千
葉
県
習
志
野
市

〃

船
　
田
　
さ
と
子
東
京
都
杉
並
区

〃

水
　
落
　
敏
　
栄
東
京
都
千
代
田
区

〃

水
　
上
　
　
　
卓
東
京
都
中
央
区

〃

村
　
山
　
政
　
利
埼
玉
県
富
士
見
市
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財
団
理
事

県
人
会
副
会
長

多

　田

　治

　夫

財
団
理
事
長

川

　村

　敏

　夫

財
団
副
理
事
長

県
人
会
相
談
役

東
京
松
之
山
会
永
世
会
長

髙

　橋

　秀

　夫

座
間
市
さ
が
み
野
一
―
八
―
十
一

℡
  

 

０
４
６
―
２
５
３
―
８
１
５
８

252-
0005

〒
県
人
会
会
長

小

　林

　保

　廣

県
人
会
副
会
長

総
務
担
当

東
京
松
代
会
顧
問

若

　井

　謙

　一

県
人
会
相
談
役

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
名
誉
会
長

首
都
圏
つ
き
が
た
会
名
誉
会
長

曽

　山

　孝

　一

財
団
業
務
執
行
理
事

県
人
会
副
会
長

東
京
広
神
会
会
長

佐

　藤

　永

　久

県
人
会
副
会
長

東
京
松
之
山
会
副
会
長

弁
護
士 

福

　原

　
　
　弘

 

東
京
弁
護
士
会
所
属

虎
ノ
門
カ
レ
ッ
ジ
法
律
事
務
所

　
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
―
一
―
二
三

　
　
虎
ノ
門
東
宝
ビ
ル
三
階

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
五
五

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
―
三
五
九
七
―
五
七
七
〇

〒105
-0001

県
人
会
名
誉
相
談
役

横

　野

　寅

　夫

県
人
会
監
事

総
務
委
員
長

東
京
白
根
会
会
長

及

　川

　恒

　夫

県
人
会
副
会
長

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会
会
長

遠

　藤

　哲

　夫

県
人
会
常
務
理
事

え
ち
ご
妙
高
会

　
副
会
長

小

　林

　周

　平

財
団
兼
県
人
会
監
査

県
人
会
常
務
理
事

電
話
０
３-

３
８
８
１-

２
５
５
２

野

　村

　英

　夫

県
人
会
副
会
長

東
京
村
上
市
郷
友
会
幹
事

下
越
連
合
幹
事

細

　井

　ミ
ツ
子

県
人
会
常
務
理
事

県
人
会
名
誉
会
長

平

　
　
　
　
　辰

財
団
副
理
事
長

東
京
十
日
町
会
会
長

（
公
財
）日
本
さ
く
ら
の
会
評
議
員

弁
護
士 

春

　日

　
　
　寛

中
央
区
銀
座
四
丁
目
一
〇
番
一
〇
号

Ｇ
Ｍ
ビ
ル
11
階

　
　
春
日
法
律
事
務
所

　
　
☎
〇
三
―
三
五
四
五
―
四
四
五
一
◯代

　
　
℻  

　
　
　
三
五
四
五
―
四
四
五
二

㈳
日
本
ネ
パ
ー
ル
親
善
協
会
副
会
長

県
人
会
相
談
役

（公）
沖
縄
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
常
務
理
事

財
団
法
人
埼
玉
県
人
会
参
与

金

　子

　重

　雄

財
団
業
務
執
行
理
事

県
人
会
副
会
長

廣

　川

　高

　志

県
人
会
副
会
長

山

　本

　ミ
チ
子

県
人
会
副
会
長

（
一
財
）新
潟
県
人
会
館
業
務
執
行
理
事

社
会
福
祉
法
人

　
陽
光
会
理
事
長

鈴

　木

　輝

　雄

品
川
区
旗
の
台
六
―
十
七
―
十
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
七
八
六
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Ｘ
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0064

県
人
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日
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問

山

　崎

　ヤ

　ス

東
京
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会
長

財
団
評
議
員

県
人
会
常
務
理
事

岡

　
　
　一

　二

残暑お見舞い

 申し上げます。

後継者への事業承継、

後継者がみつからない時

の事業譲渡（M&A）など

お気軽にご相談下さい。

公認会計士
税　理　士

植　木　康　彦
〒104-0061
　東京都中央区銀座1-15-8
 銀座輝ビル3F
TEL　  03-3562-2688
FAX　03-3562-2689
携帯　 090-5503-2393
E-mail：y.ueki@ginzakaikei.co.jp

（柏崎市出身）
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県
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飾
区
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長

加
　
藤
　
　
　
勲

県
人
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理
事

「
業
種
間
交
流
会
」
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表
幹
事

東
　
條
　
玉
　
英

　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市

県
人
会
理
事

フリーダイヤル 
TEL0120-347016  FAX0120-342315
E-mail：kanazawa@nichiyo-air.co.jp
URL：www. nichiyo-air.co.jp

〒107-0062
東京都港区南青山6-13-2 ブルジョン南青山3階
TEL（03）5774-5781（代） FAX（03）5774-5783

代表取締役

金　澤　拓　平

国際ロータリー世界大会参加者募集中
大会期間：2021 年 6月 12 日～ 15 日
開 催 地：台湾　台北

日洋航空株式会社
観光庁長官登録旅行業　第334号
（社）日本旅行業協会（JATA）正会員

県
人
会
常
務
理
事

総
務
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司
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０
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〒
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事
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委
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事

東
京
十
日
町
会
幹
事

杉
　
山
　
範
　
子

県
人
会
常
務
理
事

尾
久
新
潟
県
人
会
会
長
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事
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末
　
子
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会
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事
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委
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長
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会
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理
事
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委
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長

樋
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会
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理
事
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内
　
富
　
子

県
人
会
常
務
理
事

水
　
澤
　

　
允

県
人
会
名
誉
会
員

大
　
橋
　
清
　
一

新
潟
越
後
獅
子
の
会
相
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役

株
式
会
社
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工
務
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取
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役

田
　
中
　
幸
　
男

県
人
会
常
務
理
事

女
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委
員
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・
文
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委
員

長
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川
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田
観
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式
会
社

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京

総
支
配
人 

山
　
下
　
信
　
典

文
京
区
関
口
二
―
一
〇
―
八

℡
  〇
三
―
三
九
四
三
―
一
一
一
一

〒
112-
8680

（
公
財
）に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

表
参
道
・
新
潟
館 

ネ
ス
パ
ス

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

渋
谷
区
神
宮
前
四
―
十
一
―
七

℡
〇
三（
五
七
七
一
）七
七
一
一（
代
表
）

★
ネ
ス
パ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ

株
式
会
社
　
聚
　
楽

千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
二
号

℡
  〇
三（
三
二
五
一
）七
二
二
一

〒
101-
0063

世
界
70
カ
国
か
ら
な
る
旅
の
宿
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

非
営
利
型
一
般
財
団
法
人 

日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

会
　
長

　

山
　
谷
　
え
り
子

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町
三
―
一

国
立
オ
リ
ン
ピッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
〇
三
―
五
七
三
八
―
〇
五
四
六

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　http://w
w

w
.jyh.or.jp/

〒
151-
0052

0120-489-023フリーダイヤル 株式会社 大庄
営業推進部 県人会担当：加藤ご宴会予約

ご宴会は、うまいもんごっそり

大庄グループで
受付時間：月～金
10：00～18：00

「板前のいる町の酒場」
大庄グループの原点

美味驚嘆日本海より
厳選素材の海鮮割烹料理店

鮮度抜群の魚介を卓上焼きで
豪快な刺盛りと漁師料理が自慢

料理のバラエティーに自信あり
元気いっぱいの大衆酒場

本格江戸前寿司をお気軽に
一品料理と地酒も豊富

鶏肉は宮崎から空輸直送
若鶏焼きが名物の大衆酒場

お問い合わせ・ご予約・お申込みは、ナビダイヤルにて承っております。 ☎【営業時間】９：３０～１８：００

新宿税理士ビル505

ITPケヤキビル4F

新
潟
市
中
央
区
一
番
堀
通
町
一
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
五
―
二
二
八
―
二
九
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三
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951－
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宮
司

　
小 
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直

新
潟
総
鎮
守

白  

山  

神  

社

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
二
五
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）九
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―

四
五
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二

Ｔ
Ｅ
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五
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㈹
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司
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岡
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会
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上
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二
丁
目
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一

 

リ
ナ
シ
エ
ビ
ル
３
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五
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）三
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四
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〇
〇
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940-
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代
表
取
締
役

　
小
　
田
　
敏
　
三
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長
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市
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代
三
―
一
―
一

℡
  （〇
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五
）三
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―
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五
〇
〇
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ッ
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ル
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式
会
社
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部
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潟
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社
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支
社
長
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川
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伸
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９
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０
―
０
０
８
８
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市
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―
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―
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潟
日
報
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６
Ｆ

☎
〇
二
五
―
二
四
五
―
五
五
二
一

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

生
み
の
親
、
育
て
の
親
は
、

新
潟
県
人
だ
っ
た
。

　
　
代
表
取
締
役

　
堀
　
　
　
一

　
　
社

　
　
　
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ

株
式
会
社

　
台
一
環
境

代
表
取
締
役

　
金
子 

秀
五
郎

本
　
社
　
〒
１
５
５‒

０
０
３
３

　
　
　
　 

東
京
都
世
田
谷
区
代
田

六‒

六‒

九‒

１
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　（
０
３
）３
４
６
８‒

４
１
１
４
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代
表
取
締
役
　

水
　
澤
　
元
　
博

水
澤
電
機
株
式
会
社

新
潟
県
長
岡
市
新
座
二-

三-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ：〇
二
五
八-

四
七-

一
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ：〇
二
五
八-

四
七-

一
三
〇
五

代
表
取
締
役
　

坂
　
本
　
　
　
明

株
式
会
社
グ
ラ
ム
ス
リ
ー

東
京
都
港
区
浜
松
町
二-

一-

一
三

芝
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
三
）六
四
〇
二-

〇
三
〇
三

〒
105-
0013

〒950－8633　
新潟市東区小金町1－17－20
TEL 025－274－1965
FAX 025－271－3445

新潟綜合警備保障㈱

日本旅行は未来を拓くアクティブカンパニーを
目指し、地域に貢献し続けます。

株式会社日本旅行 新潟支店

支店長 石田 克弥
〒 新潟市中央区東大通１－３－８

明治安田生命ビル１Ｆ
： ：

　　　大和電建株式会社
　　代表取締役
　　社　　　長　本　山　秀　樹
　　　　　　　　　 E-mail/jdaiwa02@carrot.ocn.ne.jp
　　　　　　　　　 URL：http://www.daiwadenken.com
 
本　　社 / 〒 943︲0836 新潟県上越市東城町 2 丁目 2︲2　TEL 025（525）1201　FAX 025（525）1556

東京支社 / 〒 150︲0013 東京都渋谷区恵比寿 3︲7︲13　TEL 03（3449）9251　FAX 03（3449）9266

十日町営業所 / 〒 942︲1526 新潟県十日町市松代 3773︲25　TEL 025（597）2135　FAX 025（597）2036

　　  株式会社　福田組
本　　社 〒951︲8668　新潟県新潟市中央区一番堀通町 3－10
 TEL　025︲266︲9111
 代表取締役社長　荒明　正紀

東京本店 〒 102︲0073　東京都千代田区九段北 3︲2︲4　
 メヂカルフレンドビル
 TEL　03︲5216︲4888
 取締役執行役員本店長　大塚　進一

長岡応援倶楽部
会員募集中♪

申込はコチラ

会
長

　小
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　役 

員 
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同

児
　
玉
　
　
　
信

千
葉
県
船
橋
市
金
杉
八
―
十
三
―
十
六

電
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四
四
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一
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史
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役
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え
ち
ご
妙
高
会

「
妙
高
戸
隠
連
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国
立
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」

 

を
応
援
し
ま
し
ょ
う
!!

JAZZ＆POPS 
VOCALIST

今 井  あ さ 美

TEL ：090-4930-1805
Email ： asamiganoboru0526

＠i.softbank.jp

海
の
柏
崎
会

会
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同
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け
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友
愛
会

会
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向
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清

伊　藤　　　昭
赤　澤　裕　雄
浜　田　末四郎
高　山　博　司

会長代行

幹 事 長

副幹事長

会 計

役員一同

電話　049-233-4723
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会
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会カ
イ

〝
水
と
緑
と
温
泉
の
郷
〞

 

（
東
蒲
原
郡
阿
賀
町
）

役
員
一
同

会

長

坂
　
田
　
純
　
一

東
京
上
川
会

会

長

長
谷
川
　
久
　
雄

自
然
と
人
情
の

　
　
　
　
越
後
上
川

東
京
川
井
会

会

長

池
　
田
　
　
　
博

役
　
員
　
一
　
同

東 京 笹 神 会
会　　長

副 会 長

〃

〃

〃

〃

事務局長

椎　野　常　雄
披田野　安　夫
遠　藤　力　三
森　下　美保子
立　川　順　子
神　谷　孝　三
大　月　祐　次

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

名
誉
会
長

加
　
藤
　
全
　
宏

名
誉
会
長

曽
　
山
　
孝
　
一

相

談

役

織
田
島
　
　
　
勇

会

　

長

遠
　
藤
　
哲
　
夫

副

会

長

登
　
石
　
正
　
中

副

会

長

鈴
　
木
　
ハ
　
ル

副

会

長

田
　
代
　
聖
　
子

幹

事

長

宮
　
川
　
玉
　
城

事
務
局
長

石
　
川
　
喜
久
次

会
計
幹
事

平
　
出
　
英
　
雄

会
計
幹
事

相
　
田
　
雅
　
四

〃

一
　
同

酒　井　勝　弘

長谷川　昭　二
田　中　恵美子
田　辺　フジ子
長　妻　富　恵
小　川　三　郎
三　澤　征　二

会　長

副会長

〃

〃

〃

〃

〃

首都圏京ヶ瀬会

木　津　　　洋

加　藤　洋　一

小　嶋　東　吾

宮　前　節　子

今　井　紀美子

伊　藤　初　子

顧　　問

相 談 役

会　　長

副 会 長

〃

〃

首都圏安田会

岡
　
田
　
　
　
齊

役
　
員
　
一
　
同

会
　

長
他

城
下
町
新
発
田
会

相
談
役 

築
　
井
　
松
　
治

会
　
長 

小
　
野
　
悦
　
男

副
会
長

 

小
　
野
　
英
　
子

幹
事
長

 

松
　
川
　
吉
　
男

広
　
　
報 

岩
　
村
　
英
　
輔

会
　
　
計 

築
　
井
　
誠
　
一

他 

役

員

一

同

首
都
圏
六
日
町
会

東
京
白
根
会

会

長

副
会
長

〃〃
幹
事
長

及
　
川
　
恒
　
夫

髙
　
橋
　
　
　
雅

大
　
村
　
　
　
隆

藤
　
村
　
茂
　
樹

佐
　
藤
　
恭
　
世

東 京 三 條 会

ふるさとを讃え、
　　　　　そして楽しく語る会

三条市にゆかりのある方
お待ちしています

会長　大竹　博

連絡先：080-5977-7012

東
京
水
原
会太

　
田
　
芳
　
夫

星
　
野
　
　
　
守

古
　
川
　
　
　
徹

会

長

副
会
長

兼
事
務
局
長

副
会
長

白
鳥
の
舞
う
「
瓢
湖
」

東
京
関
原
会

事
務
局
　
練
馬
区
旭
町
二̶

二
二̶

八

　
　
　
　
廣
川
内
　
東
京
関
原
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
五
九
九
八
）四
六
二
二

三

條

和

男

役

員

一

同

会

長

残暑お見舞い
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荒
川
区
新
潟
県
人
会

小
　
林
　
　
　
甲

南
　
雲
　
芳
　
夫

山
　
岸
　
富
　
二

井
　
口
　
純
　
一

佐
々
木
　
時
　
子

市
　
川
　
和
　
夫

山
　
本
　
美
　
子

本
　
多
　
春
　
男

南
　
雲
　
史
　
成

反
　
町
　
美
砂
子

顧

問

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

幹
事
長

幹
　
　
事

会
計
庶
務

会
計
監
査

総
務
庶
務

婦
人
部
長

尾
久
新
潟
県
人
会

木
　
暮
　
良
　
江

鈴
　
木
　
　
　
清

星
　
野
　
裕
　
康

鈴
　
木
　
三
　
郎

富
　
樫
　
庄
　
造

原
　
　
　
雅
　
子

金
　
井
　
文
　
子

安
　
田
　
早
　
苗

中
　
村
　
恵
　
吾

名
誉
会
長

会
　

長

副
会
長

副
会
長

会
　

計

会
　

計

監
　

査

監
　

査

庶
　

務

役
　
員
　
一
　
同

雪
椿
発
見
の
地

狐
の
嫁
入
り
行
列
の
ま
ち

東
京
津
川
会
　

東
京
津
南
郷
会

会
　
長

石
　
澤
　
政
　
宜

役
　
員
　
一
　
同

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

大
　
橋
　
清
　
一

相
　
田
　
雅
　
四

山
　
田
　
　
　
優

多
　
久
　
惠
　
子

石
　
川
　
喜
久
次

東
京
中
之
口
会

東
京
新
潟
県
人
ゴ
ル
フ
会

川

村

敏

夫

吉

澤

達

倫

塚

田

一

男

岩

川

祥

二

大

橋

潤

也

山

内

英

雄

会
　

長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

会
　

計

会
計
監
査

東
京
中
野
俣
会

会
　
長
　
金
　
内
　
制
　
治

東
京
新
潟
西
川
会

中
　
原
　
克
　
義

多
　
賀
　
　
　
弘

小
　
林
　
義
　
顕

織
田
島
　
　
　
勇

　
　
　
役
員
一
同

会

長

副

会

長

〃

事
務
局
長

東京奴奈川会

星峠の棚田
県の名水 実昇清水

東
京
布
川
会樋

　
口
　
五
　
郎

志
　
賀
　
貞
　
一


　
楽
　
明
　
子

他
　
役
員
一
同

会

長

幹
事
長

会
計
幹
事
長

東
京
広
神
会

会

　長
　
佐
藤
永
久

副
会
長
　
櫻
井
武
光

副
会
長
　
佐
藤
栄
一

相
談
役
　
佐
藤
東
平

東
京
松
里
会

会
　
長
　
高
　
沢
　
悦
　
夫

小
　
林
　
恪
　
男

大

　島

　芳

　昭

高
　
橋
　
正
　
人

佐
　
藤
　
龍
　
司

荻
　
原
　
義
　
之

役
　
員
　
一
　
同

東
京
分
水
会

名
誉
会
長

会

　
長

幹
事
長

会
　

計

事
務
局
長

他

東
京
牧
村
会岡

　
　
　一

　二

鈴

　木

　
　
　勉

大
　
塚
　
克
　
美

横
　
川
　
　
　
栄

折
　
笠
　
定
　
勝

前
　
山
　
正
　
子

役
　
員
　
一
　
同

名
誉
会
長

会
　

長

副

会

長

〃〃〃他

東
京
松
代
会牧

　
田
　
嘉
　
正

若
　
井
　
謙
　
一

柳
　
　
　
政
　
直

小
　
堺
　
一
　
男

柳
　
　
　
信
　
輔

石

　田

　廣

　行

松
　
山
　
利
　
英

中
　
村
　
文
　
栄

小
　
堺
　
隆
　
弘

齋
　
藤
　
信
　
夫

山
　
本
　
健
　
次

五
十
嵐
　
　
　
正

役
　
員
　
一
　
同

顧

問

〃〃〃〃

会

長

筆
頭
副
会
長

副

会

長

〃〃

幹

事

長

副
幹
事
長

東
京
松
之
山
会

村
　
山
　
富
　
雄

会

長

他
　
役
員
一
同

十
二
月
　
三
面
川
の
鮭
を
食
べ
る
会

赤
　
見
　
市
　
郎

役
　
員
　
一
　
同

会

長

田
　
中
　
正
　
芳

上
　
村
　
勇
　
雄

坂
　
大
　
ト
キ
エ

行
　
方
　
憲
　
一

稲
　
垣
　
マ
　
ツ

山
　
本
　
彰
　
司

今
　
井
　
セ
ツ
エ

会

長

副
会
長

〃
幹
事
長

副
幹
事
長

事
務
局
長

会
計
長

東
京
や
ま
と
会（
南
魚
沼
市
）

堀
　
　
　
　
　
優

一
　
栁
　
建
　
子

樋
　
浦
　
憲
　
次

菅
　
原
　
祐
　
甫

武
　
石
　
堅
　
次

武
　
石
　
　
　
忠

東
京
弥
彦
村
人
会

会

長

副
会
長

〃〃
幹
事
長

副
幹
事
長

宮
　
嶋
　
正
　
雄

横
　
野
　
寅
　
夫

古
　
川
　
義
　
範

星
　
野
　
憲
　
三

星
　
野
　
　
　
守

小
　
林
　
広
　
衛

鈴
　
木
　
信
　
一

三
　
澤
　
征
　
二

船
　
田
　
さ
と
子

新
潟
下
越
連
合

顧
　
　
問

名
誉
会
長

会
　
　
長

副
会
長

〃〃〃〃〃

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

伊
藤
　
利
彦

勝
島
　
敏
明

佐
藤
　
啓
子

会

長

副
会
長

副
会
長

千
代
田
区
神
田
猿
楽
町
二
―
一
―
二

鎌
形
ビ
ル
二
階

☎
〇
三
―
五
二
四
四
―
五
一
三
八

最
高
顧
問

名
誉
会
長

会

　
　
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

幹
事
長

広
報
部
長

事
務
局
長

川

　
村

　
敏

　
夫

吉

　
田

　
貞

　
次

春

　
日

　
　
　
寛

伊

　
藤

　
章

　
二

波
田
野

　
竹

　
峰

樋

　
口

　
　
　
昭

尾

　
田

　
政

　
雄

樋

　
口

　
高

　
士

大

　
橋

　
淑

　
宏

残暑お見舞い
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新
潟
県
縁（
ゆ
か
り
）と
す
る

「
業
種
間
交
流
会
」

代
表
幹
事

東
　
條
　
玉
　
英

〃

村
　
山
　
政
　
利

代
表
幹
事
代
行

田
　
原
　
弘
　
志

幹
事
長

本
　
間
　
大
　
貴

幹
事
長
代
行

寺
　
山
　
修
　
司

会
計
監
査

笠
　
井
　
勇
　
人

若
い
皆
様
が
集
い
交
流
・
交
歓
し
て

幅
広
い
人
脈
創
り
と
次
代
の
県
人
会

も
担
う
志
を
持
つ
。

定
例
開
催
月
　
２
月
・
６
月
・
10
月

新
年
会
・
納
涼
ま
つ
り
で
は
会
と
し
て

「
業
種
間
交
流
会
」
席
を
設
け
ま
す
。

松
之
山
校
友
会村　

山
　
東
風
雄

志

　賀

　照

　雄

樋

　口

　乾

　三

小

　口

　茂

　次

首

　藤

　初

　枝

宇

　治

　ミ
サ
オ

小
野
塚

　彰

　夫

会
　

長

会
長
代
行

副
会
長

〃〃〃
事
務
局
長

清
　
野
　
茂
　
樹

八
尾
坂
　
正
　
栄

原
　
　
　
ふ
み
こ

廣
　
川
　
高
　
志

田
　
中
　
重
太
郎

桑
　
原
　
久
　
雄

清
　
野
　
茂
　
樹

轡
　
田
　
英
　
夫

会

員

一

同

顧

問

会

長

副

会

長

副

会

長

副

会

長

会

計

会
計
監
査

事
務
局
長

練
馬
新
潟
県
人
会

武
蔵
村
山
新
潟
県
人
会

一
ノ
瀬
　
正
宏

石
　
川
　
晴
　
彦

桜
　
井
　
　
強

役
　
員
　
一
　
同

会
　

長

副
会
長

支
部
長

長岡工業高校同窓会東京支部

世代は繋がる
　心が結ばれる
　　同窓の絆は永遠に

東
京
台
東
新
潟
県
人
会

顧

問

土
　
肥
　
一
　
夫

相
談
役

植
　
木
　
ユ
シ
イ

相
談
役

市
　
川
　
皖
　
郁

相
談
役

島
　
田
　
ヨ
キ
ノ

会

長

小
　
林
　
英
　
典

副
会
長

柴
　
山
　
十
　
八

副
会
長

清
　
水
　
初
　
枝

副
会
長

髙
　
井
　
　
　
忠

幹
事
長

関
　
根
　
淳
　
徳

副
幹
事
長

小
　
林
　
重
　
雄

常
任
幹
事

長
谷
川
　
三
　
男

常
任
幹
事

井
　
浦
　
郁
　
夫

常
任
幹
事

廣
　
田
　
京
　
二

常
任
幹
事

西
　
来
　
愛
　
子

常
任
幹
事

斉
　
藤
　
義
　
信

常
任
幹
事

蘒
　
原
　
千
恵
子

常
任
幹
事

武
　
井
　
達
　
介

常
任
幹
事

植
　
木
　
康
　
彦

常
任
幹
事

桑
　
原
　
喜
恵
子

会
　
　
計

上
　
沢
　
菊
　
雄

会
　
　
計

阿
　
部
　
良
　
英

会
　
　
計

大
　
塚
　
晴
　
子

会
計
監
査

植
　
木
　
房
　
枝

会
計
監
査

外
　
山
　
　
　
格

東
京
中
野
新
潟
県
人
会

顧
　

問

栗
　
原
　
　
　
誠

　

〃
　

渡
　
辺
　
　
　
力

　

〃
　

長
谷
川
　
幸
　
児

　

〃
　

山
　
崎
　
洋
　
一

相

談

役

旗
　
本
　
泰
　
雄

会

　

長

石
　
井
　
　
　
進

副

会

長

遠
　
藤
　
文
　
雄

副

会

長

高
　
橋
　
清
　
人

兼
幹
事
長

副

会

長

菊
　
地
　
　
　
孝

会
　

計

鴨
　
下
　
か
よ
子

　

〃
　

村
　
上
　
栄
　
一

監

査

役

柳
　
　
　
萬
　
治

　

〃
　

井
　
塚
　
武
　
夫

　
　
　

会
　
員
　
一
　
同

東
京
新
潟
県
人
会
歌
声
ク
ラ
ブ

相

談

役

春
　
日
　
　
　
寛

顧
　

問

曽
　
山
　
孝
　
一

〃

佐
　
藤
　
永
　
久

会

　

長

柳
　
　
　
政
　
直

副

会

長

関
　
根
　
洋
　
子

〃

長
谷
川
　
文
　
子

〃

杉
　
山
　
範
　
子

幹

事

長

山
　
田
　
　
　
寛

副
幹
事
長

小
　
林
　
周
　
平

幹
　

事

　
宮
内
　
富
子
　
笠
原
　
マ
サ

　
戸
澤
　
末
子
　
松
山
　
利
英

　
樋
口
　
　
毅
　
田
代
　
聖
子

　
仲
　
　
千
代
　
伊
藤
み
さ
子

　
森
　
　
京
子
　
河
野
　
て
る

　
市
川
　
範
子
　
阿
部
千
恵
子

会
　

計

田
　
川
　
一
　
裕

〃

藤
　
田
　
良
　
子

事
務
局
長

遠
　
藤
　
哲
　
夫

監
　

査

加
　
藤
　
全
　
宏

〒110-0005
東京都台東区上野1-13-6
財団法人 東京新潟県人会館
TEL：03-3832-7619

代表世話人　野村　英夫

東京新潟県人会

おけさクラブ

旅
行
・
歴
史
文
学
散
歩
で

 

楽
し
い
旅
を
し
ま
せ
ん
か

東
京
新
潟
県
人
会 

旅
ク
ラ
ブ

小
　
菅
　
俊
　
信

石
　
黒
　
勝
　
夫

田

辺

幸

雄

代

表

幹
事
長

幹

事

事
務
局
　
千
葉
市
若
葉
区
千
城
台
北
二
―
四
―
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
九
〇
―
七
二
〇
五
―
六
六
一
六

ふるさとの味覚を楽しもう

 ○　ふるさとのお酒と味覚
を楽しむ会の参加者を募集
しています

会長 佐　藤　永　久

食べ歩きの会
東京新潟県人会

会長 佐　藤　永　久

ダンスクラブ

楽しく踊ってみませんか

○　指導者が１か月に２回
初歩から懇切に指導致します

東京新潟県人会

葛
飾
区
新
潟
県
人
会

加
　
藤
　
　
　
勲

内
　
田
　
　
　
晃

伊
　
藤
　
忠
　
男

長
谷
川
　
昭
　
男

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

理

事

葛
南
船
橋
新
潟
県
人
会

村
　
山
　
セ
　
ツ

宮
　
内
　
く
に
子

児
　
玉
　
　
　
信

長
谷
部
　
　
　
功

中
　
島
　
昌
　
子

飯
　
田
　
正
　
子

金
　
子
　
治
　
久

川
　
浦
　
友
　
子

宮
　
腰
　
昭
　
治

会

長

副
会
長

〃〃〃〃
事
務
局
長

会
　
　
計

〃

新潟越後獅子の会
会

長

鈴
　
木
　
忠
　
夫

筆 

頭
副
会
長

田
　
中
　
　
　
茂

幹 

事 

長

大
川
戸
　
欣
　
次

事 

務 

局 

長

山
　
崎
　
省
　
一

副 

会 

長

堀
　
内
　
良
　
一

副 

会 

長

小
　
川
　
和
　
幸

副
会
長
・
会
計

小
　
山
　
ミ
ツ
子

理
事
・
広
報

吉
　
田
　
敏
　
男

理

事

高
　
野
　
正
　
榮

理

事

両
　
角
　
喜
　
博

理

事

阿
　
部
　
マ
サ
子

理

事

龍
　
山
　
尚
　
之

理

事

丸
　
山
　
昭
　
平

理

事

大
　
島
　
信
　
一

理

事

角
　
田
　
勝
　
則

理

事

木
　
村
　
幸
　
子

理
事
・
青
年
部
部
長

渡
　
辺
　
潤
　
一

監

査

役

徳
　
良
　
仁
　
美

監

査

役

今
　
井
　
良
　
子

相

談

役

（
東
京
新
潟
県
人
会
担
当
）

田
　
中
　
幸
　
男

相

談

役

（
郷
土
新
潟
県
人
会
担
当
）

中
　
村
　
善
次
郎

顧
問
（
埼
玉
県
知
事
）

上
　
田
　
清
　
司

か
ら
す
踊
り
の
会

毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
正
午

東
京
新
潟
県
人
会
二
階
ホ
ー
ル

　
　
　
主
宰
　
か
ら
す
踊
り
の
会

　
　
　
　
　
共
催
　
東
京
松
之
山
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
津
南
郷
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
栄
村
会

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
十
日
町
会

新
井
高
校
同
窓
会
東
京
支
部

瀧

　澤

　康

　二

宮
　
下
　
忠
　
司

饒

　村

　
　
　覚

相

　浦

　俊

　雄

石

　山

　秀

　雄

梅

　沢

　幸

　一

長
谷
川

　競

　子

名
誉
顧
問

支
部
長

副
支
部
長

〃〃
監

　
　事
〃

残暑お見舞い
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３
月
中
旬
作
品
展
開
催
予
定
。

・
女
性
委
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
見

据
え
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
、
芸
能
大

会
は
８
月
頃
に
開
催
を
検
討
。

・
組
織
委
　
会
員
証
の
発
行
と
特

典
の
拡
充
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

・
広
告
部
会
　
大
庄
が
表
４
・
１

頁
と
な
る
。

・
事
務
局
　
新
し
い
体
制
と
な
り

順
調
に
推
移
。

・
各
担
当
・
新
体
制

　
筆
頭
副
会
長
　
廣
川 

高
志

　
総
務
委
員
会
　
若
井 

謙
一

　
　
　
　
　
　
　
細
井 

ミ
ツ
子

　
財
務
委
員
会
　
福
原 

弘

　
　
　
　
　
　
　
根
津 

万
寿
夫

　
組
織
委
員
会
　
多
田 

治
夫

　
　
　
　
　
　
　
遠
藤 

哲
夫

　
文
化
委
員
会
　
山
本 

ミ
チ
子

　
広
報
委
員
会
　
鈴
木 

輝
雄

　  
事
務
局
　
　
　
鈴
木 

輝
雄

　
　
　
　
　
　
　
根
津 

万
寿
夫

六
、
そ
の
他

・
会
計
事
務
所
に
つ
い
て

橋
本
監
事
逝
去
後
も
銀
座
会
計
事

務
所
に
引
続
き
業
務
を
お
願
い
す

る
こ
と
を
承
認
。

常
務
理
事
会
（
６
月
期
定
例
）

・
令
和
２
年
６
月
２
日（
火
）

　
14
：
30
～

・
議
事
の
経
過
と
結
果

一
、
３
ヶ
月
予
定

検
討
。

正
・
副
会
長
会
（
６
月
期
定
例
）

・
令
和
２
年
６
月
２
日（
火
）

　
13
：
00
～

・
小
林
会
長
よ
り
挨
拶
。前
回
承
認

の
野
村
監
事
の
紹
介
、並
び
に
挨
拶
。

同
様
前
回
承
認
の
遠
藤
、根
津
両
副

会
長
よ
り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。

・
議
事
の
経
過
及
び
結
果

一
、
３
ヶ
月
予
定

　
　
確
認
の
う
え
承
認

二
、
５
月
定
例
会
議
議
事
録

　
　
確
認
の
う
え
承
認

三
、
４
月
予
算
執
行
状
況

・
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
事
務

局
員
増
員
が
不
要
と
な
り
、
給
与

が
予
算
よ
り
減
額
に
な
る
見
通
し
。

・
現
会
員
数
は
昨
年
度
会
費
未
納

者
の
削
除
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

来
月
は
会
員
数
が
減
少
す
る
予
定
。

四
、
第
110
回
定
時
総
会
報
告

・
第
１
号
～
第
６
号
議
案 

承
認
。

五
、  

令
和
元
年
度
事
業
実
績
と
令

和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

・
広
報
委
　
昨
年
度
経
費
削
減
、

今
期
は
そ
れ
に
と
も
な
い
企
画
変

更
し
、
順
調
推
移
。

・
文
化
委
　
２
月
文
化
講
演
会
、

財
団
理
事
会
（
６
月
期
定
例
）

・
令
和
２
年
６
月
23
日（
火
）

・
17
：
00
～

・
議
事
の
経
過
及
び
結
果

・
前
回
評
議
委
員
会
で
理
事
全
員

の
承
認
を
確
認
。
理
事
長
選
任

川
村
理
事
長
の
続
投
を
全
員
一
致

で
承
認
。副
理
事
長
に
髙
橋
秀
夫
氏
、

春
日
寛
氏
、業
務
執
行
理
事
に
、廣

川
高
志
氏
、佐
藤
永
久
氏
、鈴
木
輝

雄
氏
の
就
任
承
認
。

一
、  令
和
２
年
５
月
期
定
例
理
事
会

議
事
録 

確
認

二
、  令
和
２
年
５
月
期
評
議
員
会
議

議
事
録 

確
認

三
、会
館
建
て
替
え
経
過
報
告

・
追
加
工
事
費
は
３
８
０
０
万
円

に
な
る
。ク
レ
イ
ズ
プ
ラ
ン（
管
理

会
社
）了
解
の
最
終
金
額
。

四
、
ソ
フ
ト
委
員
会
か
ら
の
報
告

・
新
会
館
の
愛
称
は「
ふ
れ
あ
い
ふ

る
さ
と
館
」（
発
案
者・内
田
晃
氏
）

に
決
定
。
文
字
は
波
田
野
竹
峰
氏
。

・
レ
リ
ー
フ
を
渡
部
広
次
氏
に
依

頼
、
設
置
決
定
。
製
作
費
50
万
円

（
県
よ
り
補
助
50
％
）

・
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て
は
２
階
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
予
算
を
加
味・再

　
　
確
認
の
上
承
認

二
、
５
月
定
例
会
議
議
事
録

・
総
会
決
議
内
容
の
変
更
に
つ
い

て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

・
常
務
理
事
、監
事
の
会
費
の
変
更

・
橋
本
監
事
逝
去
に
よ
る
野
村
監

事
就
任
。
曾
山
副
会
長
の
退
任
。

遠
藤・根
津
副
会
長
の
新
任
の
確
認
。

三
、
４
月
予
算
執
行
状
況

・
根
津
副
会
長
よ
り
状
況
の
報
告
。

四
、
令
和
元
年
度
事
業
実
績
と
令

和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）

・
各
委
員
会
担
当
副
会
長
よ
り
添

付
書
類
に
沿
っ
て
説
明
。

五
、
そ
の
他

・
会
員
名
簿
に
つ
い
て
　
次
回
に

役
職
、名
前
、電
話
の
名
簿
を
用
意
。

・
Ｗ
ｅ
ｂ
会
報
誌
に
つ
い
て
、
広

報
担
当
鈴
木
副
会
長
よ
り
、
現
状

と
展
望
、
利
用
説
明
が
あ
っ
た
。

組
織
委
員
会（
令
和
２
年
度
第
１
回
）

・
令
和
２
年
６
月
26
日（
金
）

・
新
体
制

担
当
副
会
長
　
多
田
治
夫 

担
当
副
会
長
　
遠
藤
哲
夫

委
員
長
　
　
　
小
林
周
平

副
委
員
長
　
　
坂
田
純
一

・
議
事

１
．第
４
回
関
係
団
体
交
流
懇
談
会

・
２
～
3
月
頃
の
実
施
予
定
。

２
．会
員
証
の
作
成

３
．６
委
員
会
会
議
の
開
催

会
議
・
委
員
会
報
告

皆で守りましょう──
〈コロナ〉対応・4 ヶ条
１．３っの密を避けましよう
　　①密閉空間 （換気の悪い処）
　　②密集場所　（多数が集まる処）
　　③密接場所　（間近の会話・発声）
２．人・間距離（デスタンス）をとろう。
３．出かける時は［マスク］を忘れずに。
４．帰ったら［手洗い・うがい］をしよう。

残暑お見舞い申し上げます
 東京新潟県人会　事務局一同

事務局のお盆休みは
8月12日㈬から16日㈰までです。

残暑お見舞い広告は編集の都合上、
五十音順から移動して掲載の場合が
ございます。何卒ご了承ください。

村
松
高
校
東
京
同
窓
会

大

橋

貞

夫

佐

藤

　
赳

平
山

　
誠
一

役

員

一

同

会

　
長

副
会
長

副
会
長
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6
月
度
会
館
利
用
状
況

2（
火
）正
・
副
会
長
会

〃
　
　
常
務
理
事
会

6（
土
）東
京
浦
川
原
会

7（
日
）鯖
石
郷
大
沢
会

8（
月
）東
京
牧
村
会

10（
水
）新
築
定
例
会
議

11（
木
）文
化
委
員
会

12（
金
）広
報
委
員
会

13（
土
）業
種
間
交
流
会

14（
日
）し
ば
た
豊
浦
会

20（
土
）シ
ャ
ト
ル
の
会（
一
般
）

21（
日
）東
京
関
原
会

22（
月
）首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

23（
火
）財
団
理
事
会

25（
木
）お
け
さ
ク
ラ
ブ

26（
金
）組
織
委
員
会

27（
土
）え
ち
ご
妙
高
会

新
入
会
員
の
ご
紹
介
（
敬
称
略
）

〇
若郷

人
会
名

波
会

〇
斉会

員
名藤

実
　
神住

　
　所

奈
川
県

　
両出

身
地

津
市

　
樋紹

介
者口

昭

〇
出会

員
名井

和
子

　
埼住

　所
玉
県

　
十出

 身

 地

日
町
市

　
春紹

介
者日

寛

〇
古会

員
名森

啓
資

　
埼住

　所
玉
県

　
新出

身
地

潟
市

　
Ｗ紹

介
者ｅ

ｂ

〇
高会

員
名山

博
司

　
川住

　所
越
市

　
豊出

身
地

浦
町

　
し紹

介
者ば

た
豊
浦
会

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

代
表

　
佐
藤
永
久

会
場

　
上
野
地
区
セ
ン
タ
ー

101
号
室

問
合
せ

　
０
３-

３
８
３
２-

７
６
１
９
県
人
会
事
務
局
ま
で

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表

　
野
村
英
夫

会
場

　
県
人
会
仮
事
務
所

問
合
せ

　
０
３-

３
８
３
２-

７
６
１
９
県
人
会
事
務
局
ま
で

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表

　
柳

　
政
直

会
場

　
上
野
地
区
セ
ン
タ
ー

401
号
室

問
合
せ

　
０
９
０-

３
５
４
４ 

-

３
７
６
８
柳
ま
で

※
当
面
の
間
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
局
人
事
の
お
知
ら
せ

　
事
務
局
員
の
清
水
好
美
氏

が
、
財
団
兼
県
人
会
事
務
局

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
旧
事

務
局
長
の
永
見
富
義
氏
が
、

定
年
退
職
し
財
団
の
委
託
職

員
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

「
卓
話
の
時
間
」開
催
の
お
知
ら
せ

◌
8
月
11
日（
火
）
中
止

�

（
翌
年
1
月
12
日
㈫
に
延
期
）

卓
話
者
：
佐
藤 

俊
一
氏（
東
京
津

川
会
、
下
越
酒
造（
株
）社
長
）

テ
ー
マ
：「
日
本
酒
の
楽
し
み
方
」

◌
9
月
8
日（
火
）

卓
話
者
：
斎
藤

　
實
氏（
東
京
村

上
市
郷
友
会
）

テ
ー
マ
：「
地
域
活
性
化
」

◌
10
月
13
日（
火
）

卓
話
者
：
櫃
間 

道
夫
氏（
東
京
十

日
町
会
）

テ
ー
マ
：「
い
ま
、
米
中
対
立
の

中
で
、日
米
地
位
協
定
を
考
え
る
」

◌
11
月
9
日（
月
）

卓
話
者
：
三
條 

和
男
氏（
東
京
関

原
会
）

テ
ー
マ
：「
河
井
継
之
助
の
無
念
」

◌
12
月
8
日（
火
）

卓
話
者
：
三
原 

綱
木
氏
（
東
京
三

川
会
、ジ
ャッ
キ
ー
吉
川
と
ブ
ル
ー
コ
メッ

ツ
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白

歌
合
戦
の
指
揮
者
）

テ
ー
マ：「
歌
で
綴
る
紅
白
歌
合
戦
」

主
催
：
総
務
委
員
会

会
費
：
３
０
０
円
（
当
日
受
付
）

会
場
：
県
人
会
館
仮
事
務
所

時
間
：
15
時
～
17
時

※
お
問
合
せ
は 

県
人
会
事
務
局
へ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
若
く
し
て
活
躍

を
嘱
望
さ
れ
昭
和
部
会
の
幹
部
に
登

用
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
税
理
士
資
格

を
取
得
、
銀
座
に
銀
座
会
計
セ
ン

タ
ー
（
事
務
所
）
を
設
立
業
界
の
役

員
と
し
て
も
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
橋
本
さ
ん
と
県
人
会
の
運
営
に
つ

い
て
相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
第

八
代
米
山
稔
会
長
の
時
代
に
筆
者
が

財
務
を
担
当
の
と
き
に
、
橋
本
さ
ん

が
監
事
に
な
ら
れ
、
銀
座
会
計
セ
ン

タ
ー
に
県
人
会
の
会
計
の
面
倒
も
見

て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

会
館
の
財
政
健
全
化
に
取
り
組
み
少

な
く
と
も
減
価
償
却
費
の
積
み
立
て

ぐ
ら
い
は
と
収
入
に
見
合
っ
た
決
算

を
目
ざ
し
努
力
し
毎
年
１
０
０
０
万

以
上
の
積
み
立
て
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

　
会
館
の
建
て
替
え
が
夢
で
、
県
人

会
財
政
を
案
じ
ら
れ
監
事
と
し
て
の

意
見
を
最
後
の
電
話
で
も
お
聞
き
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
想
定
外
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
大
変
厳

し
い
運
営
が
強
い
ら
れ
ま
す
が
橋
本

さ
ん
の
意
に
報
い
る
様
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。
安
ら
か
に
お
休
み
下
さ

い
。
合
掌
。

一
般
社
団
法
人
東
京
新
潟
県
人
会
館

 

副
理
事
長

　
髙
橋
秀
夫

　
橋
本
誠
行
さ
ん
。
若
い
貴
方
の
弔
文

を
書
く
羽
目
に
な
る
と
は
残
念
至
極
。

　
あ
る
朝
髙
橋
さ
ん
俺
検
査
入
院
す

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
。
と
人
ご
と
の

よ
う
に
明
る
く
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
癌
と
判
明
、
治
療
で
完

治
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
に
な
っ
て
再
発
し
た
。

あ
と
２
つ
治
療
法
が
あ
る
の
で
か
け

て
み
る
と
電
話
が
あ
っ
て
案
じ
て
お

り
ま
し
た
。
10
日
後
、
4
月
23
日
亡

く
な
り
ま
し
た
。
故
人（
享
年
79
才
）

の
遺
言
で
、
家
族
葬
を
も
っ
て
見
送

り
ま
し
た
。
と
残
念
な
お
知
ら
せ
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
後

ま
で
生
き
る
希
望
を
捨
て
ず
見
事
な

終
い
で
あ
っ
た
と
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
橋
本
さ
ん
は
昭
和
38
年
大
学
卒
業

後
、東
京
新
潟
県
人
会
昭
和
部
会（
昭

和
37
年
設
立
）
に
入
会
さ
れ
た
よ
う

で
昭
和
38
年
の
八
芳
園
に
２
０
０
０

人
が
集
っ
た
納
涼
大
会
や
田
中
角
栄

内
閣（
昭
和
47
年
）の
こ
ろ
の
２
０
０

人
ゴ
ル
フ
大
会
の
こ
と
を
よ
く
話
し

賢
友

　橋
本
誠
行
さ
ん（
監
事
）を
悼
む

（ 20 ）
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▶
7日（金）～10日（月・祝）

初日13：00から
最終日16：00まで

新潟盛夏のマーケット
食欲は、健康のバロメーターです。新潟の食を楽しんで夏を乗り切りましょう !! 新潟県産の南蛮海老（甘海老）を使っ
た作り立ての揚げしんじょうはいかがでしょうか。美味しいこと間違いなし！また、ワンコインでこの時期おすす
めの日本酒の飲み比べもできます。※お米と日本酒の販売は８日（土）からになります。

▶
13日（木）～16日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパス夏祭り
約 4 か月雪中貯蔵して蔵出ししたばかりの魚沼の日本酒、創業 130 年の岩の原ワインの看板商品「深雪花」、新潟
産原料と手作りにこだわり山桜の原木で燻してじっくり熟成させたハムやベーコン、コリコリと歯応えのある豚の
軟骨などをご紹介いたします。厳選したシルクを使い肌に優しい洗えるマスクも販売いたしますのでお見逃しなく！

▶
19日（水）～23日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

新潟名物笹団子を作ってみませんか！
新潟名物といえば笹団子。会場で皆さんご自身が笹団子を作り、蒸したてをお召し上がりいただくワークショップ
です（笹団子 2 個付）。お土産用の笹団子、三角ちまきも販売いたします。
●ワークショップ参加費 1,000 円 ( 税込 ) ／ 1 人　●お申込先：ふーど工房ゆうこ
TEL：0256-46-0358　　E-mail：sasadango.wrs2019@gmail.com
※当日会場でも受付いたしますが、人数制限等により、ご要望にお応えできない場合はご容赦ください。

▶
27日（木）～30日（日）

初日13：00から
最終日16：00まで

ネスパスアーリーオータムフェア
枝豆をこよなく愛する新潟県は枝豆消費量が日本一です。その中でも香りと甘みが自慢の黒埼茶豆の登場です！ま
た、藤五郎梅で作った梅みそや県産ハーブを使用したハーブティー、長岡の山古志地域からは地元の特産品と伝統
文化風景写真をご紹介いたします。お得な新米の早期ご予約も受け付けいたしますのでこの機会にご利用ください。

ネスパスでは、地元・新潟の季節の食材や話題の物産などを紹介するイベントを開催しています。食をはじめとする新潟県の魅力に触れていただけるよう、さまざまな催しも
ご用意しておりますので、表参道にお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、急遽イベントを中止するなど、ご不便をおかけしております。イベント開催や出店者ならびに販売商品は変更になる場合がござい
ますので、あらかじめホームページ等でご確認の上、ご来館ください。

営業時間
午前：10時～13時
午後：14時～17時
夜間：18時～20時30分
（日曜日は夜間なし）
休館日：祝日、年末年始ほか
住所
台東区上野1－15－10　大秀ビル２階
東京新潟県人会館（仮会館）

室名 平日料金 
（３時間）

土・日 
（３時間）

超過料金 
（１時間あたり） 定員

A　会議室   8,090   8,900 2,160 60 名
B　会議室   6,480   7,120 2,160 18 名
C　会議室   6,480   7,120 2,160 18 名
D　会議室   3,240   3,550 1,080   6 名
A＋ B会議室 14,570 16,020 4,320 78 名

貸会議室のご案内　お申し込みは☎03-3832-7619へ ※ 会員のご利用は20％引きです。

会
員
証
の
発
行
に
つい
て

　
日
頃
東
京
新
潟
県
人
会
に
ご

協
力
ご
支
援
を
頂
き
有
難
う
御

座
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
　「
郷
土
愛
に

繋
が
る
人
の
和
」「
友
愛
と
協

調
」「
ふ
る
さ
と
へ
の
架
け
橋
」

を
理
念
と
し
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
今
般
、
個
人
会
員
を
対
象
に

〝
会
員
証
〟
を
発
行
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
新
潟
を
お
も
う

次
の
企
業
が
会
員
証
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
１
表
参
道・新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
、

　
２
ブ
リ
ッ
ジ
新
潟
、

　
３
中
越
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
今
後
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
幅

を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
が
、

情
報
が
有
り
ま
し
た
ら
東
京
新

潟
県
人
会
事
務
局
（
電
話
０
３

-

３
８
３
２-

７
６
１
９
・
℻
０
３

-

３
８
３
２-

７
６
３
９
）ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
対
処
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

東
京
新
潟
県
人
会

会
長
　
小
林
保
廣

組
織
委
員
会

―
ち
ょっ
と
ひ
と
休
み
―

　
新
潟
県
出
身
の
皆
様
、

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
で
疲
れ

た
開
日
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で

少
し
頭
の
体
操
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
は
「
新
潟
県
名
」

の
由
来
で
す
。
ご
存
知
の

方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が･･･

　
信
濃
川
の
河
口
に
新
し
い

潟
が
で
き
た
こ
と
か
ら
「
新

潟
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
…
と
の
こ
と
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識

で
し
た
。

　
　
　

「
な
る
ほ
ど
、
日
本
知
図
帳
」

�

旺
文
社
よ
り

広
報
委
員
　
石
黒
　
繁
子

B１F お食事処「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4322
１F イベントスペース
 物販「新潟食楽園」 TEL 03-5775-4332
 会席・和食「にいがたの味　静香庵」
 TEL 03-5771-8500
２F （公社）新潟県観光協会 東京観光センター
 TEL 03-5771-7755
 にいがた U ターン情報センター
 TEL 03-5771-7713
 にいがた移住支援デスク・ココスムにいがた
 TEL 03-3479-1415

◇東京メトロ「表参道駅」A2出口より 徒歩１分
◇JR山手線「原宿駅」表参道口より　徒歩10分

■TEL：03-5771-7711  （代）　■FAX：03-5771-7712
■E-mail：nespace@nico.or.jp
■URL  https://www.nico.or.jp/nespace/

公益財団法人にいがた産業創造機構

ネスパス で検索!

ネスパス イベント情報
開館時間　10：30～18：00

表参道・新潟館 8月
▶▶▶　No．00266
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　注
目
さ
れ
る『
伝
衛
門
』
―
―

　
２
０
１
６
年
に
、『
純
米
酒
伝

衛
門
』が「
全
国
熱
燗
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
、プ
レ
ミ
ア
ム
燗
酒
部
門
の
最
高

金
賞
を
、『
大
吟
醸
生
貯
瓶
火
入

れ 〈
越
後
の
縁
〉』が
金
賞
を
受
賞
。

　
２
０
１
７
年
に
は
、『
純
米
大
吟

醸 

〈
文
〉』と『
純
米
吟
醸 

伝
衛
門
』

が「
全
国
熱
燗
コ
ン
テ
ス
ト
」の
プ

レ
ミ
ア
ム
燗
酒
部
門
の
最
高
金
賞

（
12
点
／
275
点・入
賞
率
４・４
％
）。

　
ま
た
、『
大
吟
醸 

越
後
の
縁 

生

貯
瓶
火
入
れ
』が
同・
金
賞（
75
点

／
275
点・
入
賞
率
27・
３
％
）を
受

賞
。
さ
ら
に
、『
純
米
吟
醸
酒 

新

潟
自
然
農
場
』が
、「
ワ
イ
ン
グ
ラ

ス
で
お
い
し
い
日
本
酒
」
～
メ
イ

ン
部
門・
最
高
金
賞（
18
／
324
点・

入
賞
率
５・６
％
）を
、『
純
米
吟
醸

酒 

伝
衛
門
』が
、同
金
賞（
72
／
324

点・
入
賞
率
22・
２
％
）を
受
賞
し

た
越
後
伝
衛
門
。

　
と
く
に
、２
０
１
７
年
の「
熱
燗

コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、晩
酌
や
食
事

に
ぴ
っ
た
り
の
新
潟
酒
ら
し
く『
大

吟
醸 

越
後
の
縁 

生
貯
瓶
火
入
れ
』

（
越
後
伝
衛
門
）を
含
め
10
本
に

上
っ
た
。
こ
の
時
に
、新
潟
酒
で
最

高
金
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、『
純
米

大
吟
醸 

〈
文
〉』と『
純
米
吟
醸 

伝

衛
門
』の
２
本
の
み
だ
っ
た
。

 （
広
報
担
当
副
会
長
　
鈴
木
輝
雄
）

　
そ
の
後
11
年
後
に
退
任
す
る
杜

氏
に
代
わ
り
、杜
氏
に
抜
擢
さ
れ

た
。
自
社
の
事
し
か
知
ら
ず
、新

潟
清
酒
学
校
に
か
よ
っ
た
。
他
社

の
受
講
者
と
懇
親
を
深
め
た
。
酒

造
り
の
時
期
に
は
分
か
ら
な
い
事

だ
ら
け
で
講
師
の
県
醸
造
試
験
所

の
研
究
員
に
教
え
を
請
い
指
導
を

受
け
た
。

　
杜
氏
に
な
っ
て
苦
労
が
絶
え
な

か
っ
た
が
、経
験
を
つ
み
自
分
の

目
指
す
酒
造
り
に
い
そ
し
み
こ
こ

数
年
は
日
本
酒
ア
ワ
ー
ド
受
賞
。

全
国
燗
酒
コ
ン
テ
ス
ト
で「
純
米

酒
伝
衛
門
」が
最
高
金
賞
を
得
る

等
、数
々
の
賞
を
得
た
。

　
酒
造
米
に
は
普
通
の
飯
米
を

使
っ
て
い
る
が「
酒
米
を
使
う
よ

り
美
味
し
い
」と
い
っ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
も
あ
る
。

　
少
人
数
で
醸
す
蔵
だ
が
地
元
の

人
た
ち
に
喜
ん
で
貰
え
る
酒
造
り

を
目
指
し
て
い
る
。
蔵
の
特
徴
に

つ
い
て「
個
性
あ
る
香
り
、味
を
持

ち
、既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

日
本
酒
を
醸
す
酒
蔵
を
目
指
し
て

い
ま
す
」と
答
え
た
。

　
創
業
は
１
９
９
６
年（
平
成
８

年
）の
極
め
て
新
し
い
酒
蔵
で
す
。

　
杜
氏
の
尾
崎
雅
博（
東
京
の
小

平
出
身
）さ
ん
は
就
活
中
に
、週
刊

誌
に
掲
載
さ
れ
た
越
乃
蔵
酒
造
の

広
告
に
出
会
い
就
職
希
望
し
12
月

に
初
め
て
新
潟
に
来
て
酒
蔵
に
入

り
仕
込
み
を
手
伝
っ
た
。
人
に
も

環
境
に
も
魅
力
を
感
じ
入
社
を
決

め
た
。

杜氏の尾崎雅博さん

純米純米大吟醸＜文＞
華やかな香りとまろやかですっきりした飲み口と
単純にはいかない個性のある味と香りが楽しめる。

前身は 1948 年創業の越乃蔵酒造

純米大吟醸伝衛門
飯米のこしいぶきを 60％精米で使用。

酸が高めで、やや甘め。軽やかでキレも良い。

古くはあるが、設備は充分

無濾過生原酒 桶取傳衛門 純米吟醸
全量、新潟県産のこしいぶきを使用。アルコール度も
17 ～ 18％とわずかに高く、インパクトのある飲み口。

酒
ど
こ
ろ
新
潟

酒
蔵
め
ぐ
り
�

越
後
伝
衛
門

新
潟
市
北
区
内
島
見
１
０
１-

１

（
旧
豊
栄
市
）

ＴＥＬ 

０
２
５-

３
８
８-

５
０
２
０

個
性
あ
る
香
り
と
味

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ぬ

日
本
酒
を
醸
す
酒
蔵
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都
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二
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四
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十
八
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編

集

後

記

　
盛
夏
。
７
月
か
ら
８
月
へ
。
季

節
暦
二
十
四
節
気
は
、
大
暑
節

（
７
／
22
～
８
／
６
）。
こ
の
時
季

の
花
は
、
百
日
紅
、
撫
子
…
な
ど

豊
富
だ
が
、
わ
け
て
も
、
早
朝
に

花
開
く
蓮
は
、
一
服
の
清
涼
剤
。

　
本
誌
今
号
の
表
紙
も
、
ふ
る
さ

と
新
潟
の
二
千
年
蓮
の
花
開
く

早
朝
茶
会
の
写
真
の
ご
提
供
を

頂
き
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
年
初
以
来
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と

の
付
合
い
は
長
期
化
す
る
こ
と

が
は
っ
き
り
と
し
て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
県
人
会
の
大
き
な
行
事

も
次
々
中
止
・
延
期
。
７
月
の
納

涼
ま
つ
り
に
次
い
で
、
秋
の
「
芸

能
大
会
」
も
、
先
般
中
止
決
定
。

　
と
に
か
く
十
分
注
意
を
払
っ

て
、
付
き
合
っ
て
い
く
の
み
。
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左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負

QRコードの読み取り方（スマホの方）

1. カメラまたは QR コード読み取りアプリを起動

2. 撮影画面に QR コードをかざす

PC の方は
東京新潟県人会ＨＰトップ右下のバナーをクリック！

パソコンでも
スマホでも

会報誌とウェブとの連携
紙では掲載できなかった
　　詳細な情報をウェブに掲載します。

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

☎03-3836-3226・FAX03-3839-4310
☎03-3834-1646

東京都千代田区外神田6-15-11
日東ビルB１F 銀座線末広町駅徒歩１分

東京事務所　上野1-2-12　デュオスカーラ上野　1003号室

製粉工場　新潟中央競馬場近く

代表取締役　長谷川　三男（豊栄出身）

へぎそば割烹　越後屋
JR御徒町駅南口昭和54年創業

（ 24 ）



本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

さいたま市浦和区針ケ谷２－９－５

中央区日本橋小網町 16－１東京中央支店

北浦和支店
中央区日本橋小網町 16－１

☎03（3660）5580
☎03（3660）1588

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

横浜市中区本町 4丁目40番地（横浜第一ビル 5階）
豊島区東池袋3丁目4番3号（NBF池袋イースト10階）

お客さまや地域とともに
“持続的な成長”を目指します。

ジュラクステイ新潟

（ 25 ）
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6/2 野村　英夫 200,000
（2018/12/22　300,000）

6/4 樋口　善八郎 10,000
6/4 樋口　英五 10,000
6/4 川瀬　千恵 10,000
6/4 田中　公味子 10,000
6/4 伊藤　利彦 10,000
6/4 清水　昭 50,000

6/9 齋藤　常夫 300,000
6/15 大橋　静枝 20,000
6/15 大島　誠祐 10,000
6/21 砂山　紀久雄 10,000

（2018/11/13　110,000）
6/22 登石　正中 50,000

（2019/4/12　100,000）

6月30日迄　累計金額　　134,979,730 円
690,000 円当月号掲載者合計金額

会館新設寄付金状況についてご報告します。（令和2年6月分　順不同・敬称略）
　令和元年 7月、皆様のご厚情により、寄付金が当面の目標額の 1億円に達しました。しかし、皆様に
愛される新会館建設のため、さらなるご支援とご協力をお願い申し上げます。

振込先：（一財）東京新潟県人会館　（郵便振替口座記号番号）00160-9-119246
一般財団法人　東京新潟県人会館

東京新潟県人会
東京新潟県人会館新築事業募金委員会

会館新設寄付金状況報告

　新潟県人会館の建設にあたり皆様方のご支援ご協力に厚
くお礼申し上げます。
　現在の工事進行状況は 9階建の鉄筋も組み上がり、これ
から外壁及び内装工事に移ってまいります。11月末には
完成の引渡しが予定されております。
　尚、会館の愛称については、皆様方に愛され、心の拠り
所となりますようにと願いを込めて『ふれあいふるさと館』と
命名されました。
　建物の完成も間近になったこの時期に、建設資金の不足を
補うために特別建設募金活動を強力に推進してまいります。
　何卒、本事業の趣旨にご賛同いただき、ご支援ご協力を
お願い申し上げます。

〇お詫びと訂正
7 月号で寄付者の名前が間違っていました。
お詫びして訂正いたします。
5/8　誤）斉藤実　→　正）若波会

2回目のご寄付をいただきました。感謝とともに、
あらためてご報告申し上げます。
5/18 横野寅夫　1,000,000（2019/1/18　1,000,000）

新会館完成予想図

第
13
回
芸
能
大
会
延
期
に
つい
て

　
今
年
10
月
開
催
予
定
で
あ
り
ま

し
た「
第
13
回
芸
能
大
会
」。
前
年

の「
第
12
回
」が
台
風
の
影
響
で
１�

ヵ
月
の
順
延
と
な
り
、し
か
も
、順

延
の
当
日（
11
／
23
）が
、
又
、
大

雨
に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
苦
労

を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
、今
年
は
、日
程

選
定
も
含
め
て
、皆
さ
ま
に
は
、楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
、鋭
意
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ご
承
知
の
よ
う
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
が
、

私
た
ち
の
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ

か
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
状
況
に
鑑
み
、
今
年
の

「
第
13
回
芸
能
大
会
」
は
当
面
延

期
と
し
て
、今
後
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」�

の
推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
日
を
心
待

ち
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
は
、大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、現
下
の

状
況
を
な
に
と
ぞ
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
２
年
７
月
10
日

　
芸
能
大
会
実
行
委
員
会

�

実
行
委
員
長
　
山
崎
　
ヤ
ス

新会館建設寄付のお願い

一般財団法人東京新潟県人会館
理事長　　川村　敏夫

東京新潟県人会募金委員会
会　長　　小林　保廣

　令和2年 8月吉日

（�26�）
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飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

〒958-0844 新潟県村上市長井町 4-19 

TEL.0254-52-2716　FAX.0254-62-7727

http://www.fujimien.jp/　MAIL info@fujimien.jp

㈱
北限の村上茶・休み処

 
東京新潟県人会・ふるさと文化交流会がお届けする

年度アートカレンダー
◎スポンサー募集◎

●問合せ・申込先

ふるさと文化交流会
事務局大橋淑宏
〒 － 東京都品川区中延 － －

＆
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東
京
新
潟
県
人
会
　
事
務
局
／
電
話
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人

　
　八
月
号（
第
七
九
二
号
）

令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
印
刷

　令
和
二
年
八
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　第
二
甲
第
九
号

28_表4.indd   4 2020/07/01   19:18


